
仙台市文化財調査報告書第185集

,「

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・年
′　
　
　
・
　
卜　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
・

・■　
・
一
一　
　
　
ｉ会

一
・‐‐

・

■
●
　
　
　
■
員

　

一

一̈一一】一一一一．・一‐朗
　　一
一．・一．一
・・　　．．̈・一ユ

．　　」「．一一一一．・一一「一ボ＞．）．一′

1994年

f山 謀1育台!市



仙台市文化財調査報告書第185集

――第 3次発掘調査報告書――

1994年 3月

今

仙 台 市 教 育 委 員 会



日頃より仙台市の文化財保護行政にたいしまして多大のご協力を

いただき、誠に感謝にたえません。

近年、今泉地区のみならず市周辺地域は都市化による生活環境が

大きく変わりつつあり、急速に開発、市街化が進んでいるところで

あります。こうした中、開発に伴う発掘調査が行われ、先人の生活

の様子が解明されつつあるところですが、遺跡の保存に関する問題

があることも否めないところであります。

さて、今回この遺跡内で宅地造成が計画され第 3次 となる発掘調

査を実施いたしました。この地は古 くより「須田玄藩の居城 今泉

城」があった所 として周知されていましたが、調査により中世の城

館に関する資料、さらに古 く弥生時代から平安時代の貴重な考古資

料が発見されました。

このような発掘調査によって得られた多 くの成果は、地域の歴史

を知るうえで貴重な資料であり、今後のまちづくりや学校教育のな

かで、十分に活かしていきたいと考えております。

最後になりましたが、調査にあたりご指導 。ご協力 くださいまし

た皆様に対し、心より感謝申し上げます。

平成 6年 3月

仙台市教育委員会

教育長 坪 山
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1。 本報告書は、宅地造成に伴う今泉遺跡の発掘調査報告書である。

2。 本書掲載の図 1は国土地理院発行の 5万分の 1「仙台」を複製使用した。

3.本書中の上色は「新版標準土色帖」 1/Jヽ 山 。竹原 :1973)を使用した。

4.本文・実測図の方位は真北を基準 とし、高さは標高値である。

5。 石製品の材質は東北大学 蟹沢聰史氏に鑑定していただいた。

6.火葬骨は札幌医科大学 石田 肇氏に鑑定を依頼している。今回、観察される事柄をとり急

ぎ報告していただいた。

7.陶器 。磁器類の産地同定は文化財課 佐藤 洋が行った。

8。 上師器内外面に塗 られた赤色の顔料は分析を行っておらず種類が不明であるが、ここでは

「赤彩」として表記した。

9.本書の作成にあたり、松井―明 。比田井克仁両氏より古式上師器に関する資料及び助言を

いただき、中野晴久氏よりSK 8出上の常滑の壷に関する助言をいただいた。

10。 本書の執筆 。編集は渡部弘美があたった。

■.本遺跡の出土遺物は仙台市教育委員会が一括保管している。
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I. 1ま じめに

1.調査に至る経過

仙台市南東部、若林区東部一帯は、太平洋に向かい続 くかぎり田畑が広がる穀倉地帯 となっ

ている。近年、宅地開発・道路網整備に伴い、周辺環境は少しづつ変貌をとげている。当遺跡

が所在する今泉久保田地区も例にもれず宅地化が進み、田畑が散見する状況 となっている。

今泉遺跡は昭和54年・56年に今泉城跡 として 2回の本格的調査を実施している。中世の城館

跡を中心とするが、縄文時代から近世にわたる複合遺跡であることが確認され、以後、名称を

今泉遺跡 と改称 している。

平成 4年、地権者 遠藤崇氏より宅地造成の申請が提出された。申請地は前回調査の南側隣

接地にあたり、多種の遺構・遺物の発見が予想される地点であった。協議の結果、事前調査を

行うことになり、平成 5年 6月 7日 より記録保存を目的とした調査を実施するに至った。

2.調査要項

今 泉 遺跡 (仙台市文化財登録番号 C-507)

宮城県仙台市若林区今泉字久保田87他

宅地造成工事

約1,700m2

約150m2

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課

渡部弘美 竹田幸司

平成 5年 6月 7日 ～ 8月 12日

平成 5年11月 1日～平成 6年 3月 25日

遠藤崇 和野総合事務所

佐藤久栄  曽根ちよ子 深瀬嶺子 芳賀節子 赤間淳子 吉田アキヨ

伊藤はるよ 鳥畑きみえ 峯岸安好 高橋喜八 高橋節子 太田君子

佐藤 とき子 植野幸子  伊藤房江 泉美恵子

太田 佐藤 植野 鈴木幸子 小山つるよ 西條裕子 佐々木瑞枝

遺 跡 名 称

所  在  地

調 査 事 由

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

調 査 期 間

整 理 期 間

調 査 協 力

調 査 参 加 者

整 理 参 加 者



Ⅱ.遺跡の位置と環境

1.地理的環境

今泉遺跡は仙台市の南東部、若林区今泉字久保田に所在する。JR仙台駅東南約 6.5kmの 地点

にあたり、西方約 1.51d4地 点では名取川と広瀬川の合流点がみられる。周辺地形を概観すると、

奥羽山系の面白山地を源とする名取川が高舘 。青葉山丘陵を開析東流し、七北田 。青葉山丘陵

を開析東流する広瀬川が上述の地点で合流し、太平洋に注いでいる。両河川とも中流域で段丘

を発達させ、下流域においては広大な沖積地を形成している。当地域は仙台平野のなかの宮城

野平野の中央部に位置するが、周辺には自然堤防・後背湿地・旧河道も観察され、海岸部には

数列の浜堤 もみられる。

現在、今泉周辺は都市化の影響のもと古来の姿は失われつつあるが、周辺集落は自然堤防・

浜堤上に営まれており、点及び列状に集村形態が観取され、他の地点は水田・畑等に利用され

ている。当遺跡はこの自然堤防上に位置する。標高は3.5m前後で、地形的にはほぼ平坦面であ

るが、南狽1に 向かいやや低 くなる傾向がみられる。宅地化が進み旧地形の把握は不能 となって

しまったが、以前には城館の堀跡 と考えられる凹地などが部分的に確認されていた。

2.歴史的環境

名取川及び広瀬川周辺地域には、当今泉遺跡をはじめとし各時代の遺跡が数多 く分布してい

る。ここでは広瀬川左岸の地域を中心に遺跡を概観してみる。

縄文時代の遺跡は、高田B遺跡及び今泉遺跡の 2例のみとなっている。高田B遺跡では後 。

晩期の上器が出上し、後期の住居跡が 1軒発見されている。高田B遺跡は新しく周知された遺

跡で、今後当時期の遺構 。遺物が周辺で発見される可能性は高いが、地理的要因からも生活の

場 として確立するのは弥生時代以降のことと考えられる。

弥生時代の遺跡には、南小泉・高田B・ 中在家南・藤田新田 。今泉遺跡がある。南小泉遺跡

は、昭和10年代霞ノロ飛行場拡張工事の際に多量の遺物が出土し周知された遺跡である。その

後の調査で弥生時代から近世いたる遺構 。遺物群が発見され、範囲 。内容等市を代表する有数

の遺跡となっている。中期の合口土器棺等が検出されてはいるが、未だ不明な点が多い。高田

B遺跡では中期の水田跡、河川跡から中期の上器群 と共に農具等の木製品が出土している。中

在家南遺跡では中期の上坑墓・土器棺墓が検出され、河川跡からは同期の上器 と共に多種にの

ばる木製農具等が出上している。藤田新田遺跡では土器 と共に石庖丁 。石斧が出土している。

古墳時代の遺跡には、遠見塚・法領塚 。猫塚・下飯田薬師堂古墳等の高塚古墳、南小泉 。中

在家南・藤田新田。今泉遺跡がある。遠見塚古墳は前期末～中期初めの全長約110mの前方後円

墳で市内最大規模をもつ。割竹形木棺が 2基確認され、管玉 。小玉・竪櫛が出上している。法
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日辺館跡 城 館 沖 積 地 室 町

動一鞠
19 北 目城跡 城 館 自然堤防 室町・江戸 城丸古墳

図 1 今泉遺跡周辺の遺跡
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図 2 調査地点、周辺地形
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領塚古墳は横穴式石室をもつ径32mの後期の円墳である。南小泉遺跡では員数の差はあるが古

墳時代全般にわたる集落跡が各地点で確認され、当時期の中心地域の一つと考えられる。中在

家南遺跡では河川跡から土器群 と共に多 くの木製農具が出上し、前時代から続 く生業資料が確

認された。藤田新田遺跡では前期から中期にかけての集落跡が確認された。住居跡 と共に方形

周濤墓・水田跡が発見されている。なお、古墳時代終末 7世紀後半には、広瀬川・名取川合流

点北西部に郡山遺跡が造営される。陸奥国府多賀城以前の官衛で、陸奥国統括の施設と考えら

れ、 7世紀末には付属寺院も建立される。

奈良時代の遺跡は陸奥国分寺 。尼寺・神概遺跡と確認例は少ない。同寺の建立等関連集落の

存在は十分に推察され、今後に期待される。神柵遺跡は遺構 。遺物の検討から律令機構末端の

施設と考えられている。

平安時代の遺跡には南小泉 。今泉遺跡があるが、南小泉遺跡が再び中心地域 となるようで数

多 くの集落が形成されている。掘立柱建物跡が併設され石帯が出土する集落 もみられ、有力層

の存在が考えられる。

中世の遺跡には、沖野城跡 。今泉・南小泉・ 改ヽ 田・高田B遺跡がある。沖野城跡は粟野大

膳の出城 といわれ、堀跡・土塁が確認されている。南小泉・下飯田 。高田B遺跡では堀で区画

された建物跡が検出され屋敷跡 と考えられている。高田B遺跡では水田跡も発見されている。

なお、起源に関しては不明であるが、当地区周辺には真北方向を基準 とする一町四方の条里

型土地割が広い範囲にわたり観察された。「二の坪」。「三の坪」などの地名が残るが、現在はほ

ぼ煙滅している。

Ⅲ.調査の方法 と経過

今回提出された開発予定地は当遺跡の中央部南側にあたる。現況は更地及び畑地である。開

発対象地は約1700∬にのぼるが、最終的には道路敷部分を中心とした約150m2の調査を行った。

調査区として東西 6m。 南北29mの トレンチを設定したが、東側部に撹乱がみられ調査区から

割愛している。調査区に4m単位のグリッドを設定し、南北軸に算用数字・東西軸にアルファ

ベット文字を用いた名称 とした。なお、 1区北側の杭 (A・ B)は平面直角座標系Xに おける

座 標 値 (A:X=-199.004138輸 、Y三 十8.562646km B:X=-199.0053611o4、 Y三 十

8.5705451t4)を計浪Iしている。

調査は黒褐色土 (III層 )の上層まで重機で排除し遺構確認を進めた。基本層は I～Ⅳ層まで確

認し、断面観察を含めH・ Ⅲ・Ⅳ層で遺構を確認している。遺構はほぼ全域で検出されるが北

側部にやや集中する傾向がみられた。検出遺構には柱穴 。濤跡・井戸跡・土坑等がある。中世

の遺構が大半を占めるが、中世以前の遺物が堆積土に多 く含まれているのが特徴的である。遺



物は弥生時代から近世にいたる種々のものがあるが、弥生土器及び土師器の量が特に多い。な

お、調査最終段階で調査区の南側に小 トレンチを設定し、南端部の濤跡の規模を確認している。

調査は8月 12日 に終了した。

Ⅳ.基本層位

表土から最終遺構確認面まで大別で 4枚 (I～Ⅳ)の層を確認した。全体的にシル ト質の上壌

であるが、Ⅳ層から下部は砂質土壌に暫時変化して行 く。遺構はⅢ層 。Ⅲ′
層・Ⅳ層の三面で確

認した。以下、各層の特徴を略述する。

I層 =畑地の現耕作上で、層厚20cm程 である。

H層 =褐色のシル ト層で a～ dに細分した。層厚は全体で25cm程である。Ha層 はほぼ全域

に分布するが層下面に凹凸がみられ旧耕作上の可能性がある。Hb・ Hc層は削平のた

めか部分的に存在する。Ⅱd層 は調査区北側に分布するが、SD 2濤跡上部でレンズ状

に落ち込んでいる。

Ⅲ層=黒褐色のシル ト層で、層厚20cm程である。調査区全域に分布し、弥生時代から中世の

遺物が多量に含まれる。層上面でピット及び柱穴・土坑 。井戸跡を確認している。

III′層=2区東壁部分のみで確認した。分布域は不明である。Ⅲ層の下部に位置し、褐灰色の

シル ト層である。層厚は15cm程 である。SD 8濤跡の確認面となっている。

Ⅳ層=黄橙色の砂質シル ト層で、今回調査の地山面 となる。

-4m

0            2m



-4m
――調査区東壁

図 4調査区基本層位

V.検出遺構 と出土遺物

検出遺構には土器埋設遺構 1基・土坑■基・井戸跡 3基・濤跡18条 。火葬遺構 1基 。柱穴及

びピットが多数ある。土器埋設遺構 と土坑・濤跡の一部を除き中世に属する遺構群で構成され

る。柱穴・ ピット群は調査区北側にやや集中する傾向がみられるが、他の遺構は調査区全域に

散在している。遺物は整理箱20箱程の量で弥生時代から近世にいたる各種のものが出上してい

る。土器類が主体を占めるが弥生土器及び土師器 (古墳時代)の 出土量が特に多い。遺構は基本

層のⅢ層・Ⅳ層面で検出したが、壁面観察でⅣ層面検出遺構 (中世の時期のもの)はⅢ層面より

掘 り込まれ、SD 8濤跡はⅢ層下部の褐灰色層 (III′層)が検出面 となることが判明した。遺構の確

認状況 。
III′層の存在からも本来Ш層は分層されるものと考えられたが調査時においては明確な

線引きは出来なかった。遺構の記述は検出順に行う。

1.Ⅲ層面検出遺構

1)柱穴群

調査区の 1～ 5区内においてピット・柱穴を多数検出した。円形及び方形のプランをもつも

ので、大半は径30cm程の円形のもので、方形のものは一辺60cm程である。殆 どのものに径10～ 15

cln程の円形の柱痕跡が認められる。埋土は土色の違いで大きく3種に分けられるが、各層から

掘 り込まれたピット・柱穴が混在し分離はむずかしい。ほぼ同一間隔で並ぶ柱穴が認められ建

物跡・塀跡の存在は十分に推察されたが、調査区の制約等も含めあえて組み合わせは控えた。

遺物 として土器類、陶器、青磁、古銭、臼が出土している。

2)土坑

SK l土坑 5A区に位置する。平面形は南北軸がやや長い精円形である。規模は長軸 193cln、

短軸157cm、 深さ48cmを計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は方形である。底面はほぼ平

盾位 上     色 土 性 備 考 層位 土     色 土 性 備 考

I にぶい毒傷色 10YR4r3 ンルト 現代耕作土 にぶい歯鶴色 10YR5/3 ン,レ ト

Ha 掲色     10YR4/4 ンルト 旧耕作土 ? 下部は凹凸面 側 黒絶    10Y磁 /3 ン,レ ト 弥生～中世の遺物・焼上 。炭化物を含む

黒褐色    10YR2/2 シルト 褐灰色    10YR4/1 ン,レ ト

灰黄褐色 10YR4″ ンルト Ⅳ 黄橙色    10YR3/6 砂質カレト 下部につれて砂質がつよくなる



坦で、底面中央部に幅約20cm、 深さ6～ 8 cmの南北方向に延ぴる 1条の溝が掘 り込まれている。

北壁では30cm程壁面に入 り込んでいる。堆積土は 3層確認した。責褐色系のシル ト層である。

1・ 2層はレンズ状堆積 となるが、 3層は灰黄褐色 と黄橙色の混成層で一時期に埋まった状況

を呈する。上部構造物の埋没か人為堆積であるかは不明である。遺物は各層からまばらに出土

している。種類 として弥生土器、土師器、須恵器、土師質土器悟鉢、磁器皿 ?、 陶器土瓶の日、

茶臼、骨片がある。

SK 2井戸跡 4A区 に位置する。素掘 りの井戸跡である。平面形はやや東西軸が長い楕円形で

ある。規模は上面径156～ 182cm、 底面径120～ 128cm、 深さ233cmを 計る。断面形は上方がやや開

いた長方形で、形状は円筒形である。堆積土は 5層 まで確認した。全体的に黒色系のシル ト層

である。 2層は基本的に灰の層で、 3層にも灰が互層となっている。 4層には植物遺体がレン

ズ状に堆積し、下層はグライ化がみられる。遺物には弥生土器、土師器、須恵器、陶器皿・甕・

土瓶蓋、青磁碗、土師質土器播鉢、瓦質土器香炉、針状鉄製品、臼(粉挽き・茶)、 礫、桶の底

板、木片、シジミ貝殻がある。粉挽き臼はSD■ のものと接合関係にある。底面での出土はない。

SK 3井戸跡 5B区に位置する。素掘 りの井戸跡である。平面形はほば円形である。精査中に

壁が崩落し完掘はしていない。規模等不明な点があるが、上面径186～ 142cm、 深さ約250cmを 計

る。断面形は上方がやや開いた長方形で、形状は円筒形である。堆積土は 5層 まで確認した。

黒褐色系のシル ト層である。 4・ 5層ではグライ化がみられる。遺物には土師器、須恵器、陶

器皿・鉢 ?、 磁器碗、瓦質土器火鉢、木製の椀・箸、骨片がある。

3)溝跡

SD l溝跡 6区に位置する。東西方向に直線的に延びる。底面での軸方向はE-3°―Sである。

北辺東側でピットに切 られている。規模は上端幅187～ 223cm、 下端幅26～ 61cm、 深さ74～ 82cm、

確認長396cmを 計る。断面形は逆台形である。底面高に大きな差はみられない。堆積土は 6層確

認した。上層は褐色系のシル ト層で、 2・ 4層では炭化物が顕著にみられ、最下層には砂質の

粘上がみられる。遺物には弥生土器、土師器、須恵器、陶器甕 ?、 白磁碗、土師質土器鉢 。播

鉢、瓦質土器火鉢 ?、 礫がある。土師質土器播鉢はSD■・ 2の ものと接合関係にある。

Spll滞跡 7区を中心に位置する。東西方向に直線的に延びている。北辺の軸方向は上端でE

-3tSである。南辺確認のため 8・ 9区に小 トレンチを設定し上端のみの確認を行った。規模

は上端幅約 7m、 深さ約1.6m、 確認長約 4mを計る。断面形はゆるい逆台形を呈すると考えら

れる。底面高に大きな差は認められない。堆積土は大別で 5層、細別で■層確認した。上層は

黄色系のシル ト層で、下層は黒色系の砂質シル ト層となり、最下層ではグライ化がみられる。

2層では部分的に灰の層がみられ、炭化米が多量に含まれていた。遺物には弥生土器、土師器、

須恵器、陶器皿・鉢・小壼 。天目茶碗 。梅瓶・甕、青磁碗、土師質土器皿 。鉢・播鉢、小刀、
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遺脇 色 性  質 考 朧 性  質

褐色 10YR4/4 脚 ヒ物泣斑に含む
SD l

10YR7/1 絡土 やや砂質

に競い費褐色  10YR4/3 粘性ややあり しまりあり 黒褐色 砂質粘土

灰黄褐色    10YR4/2 粘性ややあり しまりあ, I号 灰絶 IOYR4/2 炭化物少重含む

灰黄褐色   ,OYR4/2

資橙色     10YR3/8

シルト

鱗 つレト

混開膏 景色 灰 灰・炭イヒ物・焼上の層骨片多重にみられる

に髄 10YRγ 3 儀痕跡

黒褐色 やや砂質 炭化物粒・Ⅳ層をアロックで含と 黒褐色 10YR3/2 掘り方翌■

黒色      IOYR1 7/1 基本的に灰の層 1層 Ⅳ層をノロックで台と 黒褐也 10YR2/2

景褐色 灰及・JIV層 の互層 黒褐色

黒褐色 瑞上留要,つレト レンズ状に糟物趨ホカ韓積 黄褐色 砂買シルト

暗オリーブ灰色 2 5GY3/1 琳生世目ヽ,レト 砂がレンズ状にlLJlグ ライイヒ 晴灰責色    25Y4/2 H層アロックで少量含む

SK 3

暗褐色 によい資褐色土粒 炭化物粒を少量含む 具髄     25Y3/1 度を含む炭イヒ米歩量に含む

景褐色 10YR2/2 灰黄掲色土・炭化物粒を少置含む 黄灰色     25Yげ 1 灰の層うすくスジ状に含む

黒褐色 拇色上̀灰斉福色とを粒・ノロックで含む 3b 灰責色     26Y72 淡責色 黒褐色土ノロック状に少量合む

暗オリーノ灰色 2確 Y3/1 砂質シルト ややグライ化 灰黄色     25Y6/2 砂賃ンルト 層上部淡貰色喉韻燿とノロック状に少ヨ含む

緑灰色 10GY6/1 態 シクレト 砂・景色上を斑に含む全体的にグライ化 SDll 暗灰責色    25V5/2 層劉本に淡費色・黒褐色土ブロック状に合む

働 1

灰黄褐色   10YR5/2 によい資橙色上を斑に多く含む 黄灰色     25V4/1 砂質シルト 層上部淡責色土斑に含む

岳灰色 10YR5/1 資桂tとをアロック状に合み炭化物目的に含む 暗灰責色    25Y4/2 砂質ンルト 淡黄色とノロックで層的に含む

によい責橙色  10YR7r4 褐灰色とを互層に合む オリーノ黒色  75V3/2 明緑灰色■をアロックで含む

偶灰色 10YttG/1 浅妄俺色土を層下部で層的に含む オリーノ黒色  75Y3/2 告■質砂

オリーノ黒色  7 5Yvワ

明緑灰色    10G7/1

♪賃シルト

沸雷シルト

混成層 グライイヒ

図 5Ⅲ層面検出遺構



釘、鋏 ?、 毛抜 ?、 環状鉄製品、鉄滓、古銭、砥石、臼(粉挽き。茶)、 礫、瓦、土鈴、棒状土

製品、漆器椀 。曲物・木片がある。

4)火葬遺構

1号火葬遺構 4区西壁に位置する。プラン西側で濤状の落ち込みに切られ、SK14を切ってい

る。焼土・炭化物の範囲から推定して、平面形は長方形 と考えられる。規模は長軸114cm、 短軸

47cmを計る。南壁は焼土壁で、深さ13cmを計る。断面形は方形と考えられる。埋土は 2層確認

した。 1層 は灰責褐色のシル ト層で、 2層は黒色の灰 。炭化物・焼上の層で、層中より焼けた

骨片が多量に出上している。焼土塊は南壁のみにみられ底面では確認されなかった。遺存が不

良で墓としての性格を持ち合わせるものかは明らかでない。土器類等の出土はない。

2号・ 3号焼骨出土地点 2号は 5区西壁部、 3号は6区西壁部に位置する。焼面が確認され

ず焼土・炭化物・骨片が集中する。撹拌及び SDll濤跡構築時に破壊をうけた火葬遺構と考えら

れる。

2.Ⅳ層面検出遺構

1)勧

SK 4上坑 2B区に位置する。平面形は隅丸の長方形である。規模は長軸165cm、 短軸 125cln、

深さ85cmを計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は方形である。底面はほぼ平坦である。

ピットに切られ、SD 4・ 8を切っている。堆積土は 1層のみの確認で、Ⅳ層をプロックに含む

黒褐色上である。一時期に埋まったもので状況から人為堆積 と判断される。土師器 。須恵器・

刀子が出上している。

SK 5土坑 1区中央部に位置する。全体的に遺存が不良である。北側部は削平のため壁が不明

確であるが底面の勾配から推定した。平面形は長方形を基調 とする不整形である。規模は長軸

推定244cln、 短軸191cm、 深さ最大で19cllaを計る。断面形は皿状で壁はゆるやかに立ち上がる。

底面には浅い凹凸がみられる。ピット及び SD14に切られている。堆積土は 2層確認した。黒色

のシル ト層で、 2層及び底面から土器類が数多 く出土している。遺物には土師器壷・不・甕・

台付甕・観、土錘・弥生土器片があり、壷・不には赤彩されたものがある。検出状況から判断

して一括廃棄されたものと考えられる。

SK 6土坑 lA区西壁に位置する。平面形は楕円形と考えられる。規模は南北軸191cln、 東西軸

91cm以上、深さ最大で41cmを計る。断面形は立ち上がりのゆるいU字状で、底面は浅い播鉢状

となる。ピットに切られ、SK 8を切っている。堆積土は2層確認した。責褐色系のシル ト層で

ある。遺物には弥生土器、土師器、須恵器、釘、馬歯がある。

SK 7上坑 6A区に位置する。平面形は隅丸の方形 と考えられる。規模は東西軸150cm、 南北軸

155cm以上、深さ最大で 8 cmを計る。断面形は浅い皿状である。ピット及び SD10に切られてい
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黒褐色 10YR2/8 質粘土 tV層 をノロック状に含む

SK 8

黒偶色 10YR3/2 Ⅳ層を斑に多く含む

SK 5
黒色 10YR2/1 晴鶉色 IOYR3/3 灰との互層

黒色 10YR2/1 やや砂質 Ⅳ層が多量に混じる 黒色  10YR2/1 灰 黒褐色土わ堪 じる

にぶい黄褐色 10YR4/3 炭掏物少量含む 黒褐色 10YR3/2 砂質シルト

灰責褐色   iOYR4/2 責橙色土小ブロックで含む 纂色  iOYR2/1 砂質ンルト ややグライ化

Ⅳ層をノロック状に合み炭化物多量に含む 黒色  10YR2/1 砂質シルト Ⅳ層・砂をブロックに含む

SK15 黒色  10YR2/1 砂質シルト 部分的にグライ化

図 6Ⅳ層面検出遺構 (1)



る。堆積土は 1層で暗褐色の粘土質シル ト層で炭化物を多量に含んでいる。遺物には弥生土器、

土師器がある。

SK 8土坑 ピット・SK 6・ SD19に切 られ本来の形状が不明であるが、底面及び東壁の状況か

ら判断して、平面形は長方形を基調 とすると考えられる。規模は南北軸357cm、 東西軸210cm以

上、深さ最大で105cmを計る。断面形は逆台形で、底面は南側から北側へかけてゆるく傾斜して

いる。堆積土は 4層確認した。黒色系のシル ト・砂質シル ト層である。lb層では灰が互層でみ

られ、2層は基本的に灰の層である。東壁で SD 4・ 8を切っている。底面北側部で平面形が楕

円形の上坑を 1基検出している。規模は長軸124cm、 短軸79cm、 深さ約100cmを計る。SD 8と は

軸方向に違いがみられ、底面形が北側が円形で南側が方形、底面が北側に傾斜している点から、

SD 8の二次使用が考えられた。堆積土は 1層確認した。黒色の砂質シル ト層で、下部につれて

砂質がつよくなる。井戸跡 (SK15)の性格をもつと考えられる。遺物には弥生土器、土師器、須

恵器、陶器鉢。重・甕、青磁碗、土師質土器皿、砥石、木槌状木製品、釘があり、SK15か らは

曲物が出土している。

SK 9土坑 3A区に位置する。平面形はややいびつな長円形 と考えられる。北側部をSD 2に

切られている。規模は南北軸128cm以上、東西軸75cm、 深さ最大で17cmを計る。断面形は皿状 と

考えられるが、底面はゆるい凹凸面 となっている。堆積土は 1層確認した。暗褐色の粘土質シ

ル ト層である。遺物にはロクロ使用の上師器邦がある。

SKll土坑 2区に位置する。平面形は長円形 と考えられる。ピット・SD12に切 られている。

規模は長軸方向が98cm以上、短軸が35cm以上、深さ最大で10cmを計る。断面形は皿状 と考えら

れる。堆積土は 1層確認した。暗褐色のシル ト層である。上師器が出上している。

SK12土坑  1区に位置する。平面形はやや不整な長円形である。ピット及び SD14・ 15に切 ら

れている。規模は長軸94cm、 短軸45cln程、深さ最大で 9 cmを計る。断面形は皿状である。堆積

土は 1層確認した。黒褐色のシル ト層である。土師器が出土している。

SK13土坑 1区北側に位置する。平面形はほぼ円形である。ピットに切られている。規模は径

63cln程、深さ38c14を 計る。断面形は底面がやや丸い逆台形である。堆積土は 2層確認した。シ

″ 卜質の黒褐色土が主体をしめる。弥生土器・土師器が出土している。

SK14土坑 4区西壁に位置する。SD 3の コーナー部 と誤認し、共に掘 り上げたため全容は不

明である。残存状況から平面形は円形 と考えられる。SD 3・ 9を切っている。深さ65cmを計る。

断面形はやや開いた播鉢形で底面付近で段をもつ。堆積土は 4層確認した。黒褐色系のシル ト

層で焼土・戊化物・灰をまばらに含む。

2)溝跡

SD 2溝跡 3区に位置する。東西方向に直線的に延びる。底面での軸方向はN-81° Eである。
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週徹名 膏| 色 性  買 備 考 選絲 調 世  資 考

暗褐色 粘■質ンル IV層・酸化鉄粒少量含む 黒褐色 10YR3/2 炭化物粒をまばらに含む

SKll 暗褐色 10YR3/3 酸化鉄粒を斑に含む 皓髄 10YR3/8 炭侶物粒まばらに少重含む

累絶 マンガン粒まばらに多く含む 撮灰色 Ae●_土ノロックで含む

黒髄 層中にⅣ層がレンズ状絡嶺 黒褐t    10YR2/8

によい寿橙色 10YR7/3 砂質シル| 黒網色 10YR24

黒褐色 炭化物・灰を含む下部ではレンズ状 黒召色 10YR2/3 貴橙色■が混じる

暗褐色 10YR3/3 焼上・炭杞物を含む下部ではレンズ状 灰責栂色   10YRV2

黒穏色    とOYR2/3 灰を含む lb 灰責撮色   10YR5/2 少質ンルト

穏灰色 堆■賃シルⅢ Ⅳ層をプロックで含む 偲灰色 IOYR4/1 黄橙色■粒状に含む

SD 2

灰責褐也   10YR4/2 Ⅳ層・炭化物粒を斑に含む 灰黄褐色   10YR5/2

lb 暗褐色    10YR3/3 la層よ,Ⅳ層の混入の割合が多い 灰黄褐色   10YR6/2 炭侶物少量含む

黒色     10YR1 7/] 先■tま ばらに合む

`鏡

出土 明黄鵜也  10YR7κ 1層・IV層 をうすくスジ状に含む

粛橙色 粘土質シルト IV層 の崩壊上?灰の層スツ状にみられる 灰責褐色   10YR5ρ 2層 を斑に含む

黒色     10YR1 7/〕

黒褐色    iOYR2/2

灰

粘主質シルト

互層携土泣少遺含む 働 10 黒褐色 シルト買粘土 W層 ,マ ンガン粒 炭化物を少畳含む

SD12
Ⅳ層斑に含む

褐灰色 IV層 をノロックに含む 責橙色 10YR7/8 粘土質ンルヽ I層が斑に含む

SD 9

褐色 10YR4/4 ガンll斑 に合む 灰資褐色  10YR5/2 ンルト 酸化鉄泣がまばらにみられる

』い黄禍色 10YR5/8 Ⅳ層をノロックに合む 髄 10YR3/8 Ⅳ層 マンガン粒含む

灰責褐色   10YRV2 砂質ンルト IV層層下部にレンズ状に堆積 灰黄髄   10YR4/2 Ⅳ層まばらに合む

団天色   IOYR4/1 Iv層 ノロック状に含む 貴橙色 1叫烹8r8

図 7 Ⅳ層面検出遺構 (2)



SK 9及び SD17を切っている。規模は上端幅143～ 154cm、 下端幅44～51cm、 深さ53～ 58cln、 確

認長445cmを 計る。断面形は逆台形である。底面高に大きな差はない。耳ヒ壁上部に小ピットがみ

られる。堆積土は5層確認した。上層は褐色系のシル ト層で、下層につれ粘土質となり、最下

層は粘土となる。 2層は基本的に灰の層で、 3・ 4層にも灰がみられる。遺物には弥生土器、

土師器、須恵器、陶器天目茶碗、土師質土器播鉢、釘、古銭、木片がある。

SD 3溝跡  3・ 4区の中間に位置する。東西方向に直線的に延びる。底面での軸方向はE10°

―Sである。ピット及び SK14に切られている。規模は上端幅127～ 180c14、 下端幅13～ 16cm、 深

さ28～ 39cm、 確認長398cmを 計る。断面形は濤中央部にU字状の凹をもつ浅い皿状である。底面

高に大きな差はない。堆積土は4層確認した。褐色系のシル ト・砂質シル トである。遺物には

弥生土器、土師器、須恵器、陶器甕 ?、 板状の鉄製品がある。

SD 4溝跡  1・ 2区の中間に位置する。東西方向にほぼ直線的に延びる。調査区東壁付近で SD

5・ 6がほぼ直角に取 り付 く。底面での軸方向はE16° Sである。ピット及び SK 4・ 8に切

られ、SD 8を切っている。規模は上端幅78～ 98cln、 下端幅16～23cm、 深さ65～ 69cm、 確認長454

cmを計る。断面形は立ち上がりがつよい逆台形である。底面はほぼ平坦で底面高に大きな差は

ない。堆積土は3層確認した。褐色系のシル ト層である。遺物には土師器、須恵器、青磁碗 ?

がある。

SD 5・ 6溝跡 SD 4の南北に取 り付 く濤跡である。SD 5が北側、SD 6が南側に位置する。

遺構確認時に切 り合いが認められず、同時期のものと判断した。やや蛇行はみるが南北方向に

ほぼ直線的に延びる。SD 5は ピットに切られ、SD15を切っている。SD 6は ピット。SD 2に

切られ、SD17を切っている。規模は上端幅20～30cm、 下端幅 7～ 13cm、 深さ 7～ 22clnを 計る。

確認長はSD 5が505cm、 SD 6が 302cmを 計る。断面形は皿状・U字形である。底面はほぼ平坦

である。SD 5は北から南に傾斜をみるが、SD 6に は大きな差はない。堆積土は黒褐色のシル

ト層である。遺物には土師器、須恵器がある。

SD 8滞跡  2区に位置する。東西方向にほぼ直線的に延びる。底面での軸方向はE-9°一Sであ

る。SK 4・ 8及び SD 4に切られ、SD12を切っている。規模は上端幅81～ 103cm、 下端幅42～57

cm、 深さ45cm、 確認長412cmを 計る。断面形は逆台形である。底面は西側がほぼ平坦で東側はや

や凹凸がみられる。西側から東側へゆるく傾斜がみられる。堆積土は 3層確認した。責褐色系

の砂質シル トである。遺物には土師器・須恵器・磨面をもつ礫がある。

SD 9溝跡  4・ 5区に位置する。南北方向にやや蛇行し延びる。SK l・ SD10に切られ、SD13・

土器埋設遺構を切っている。規模は上端幅45～ 79cln、 下端幅37～ 54cm、 深さ 7～ 16cln、 確認長

815clnを計る。断面形は浅い皿状であるが中央部では西側部が一段低 くなり壁が急角度で立ち上

がる。底面高に大きな差はない。堆積土は中央部で 3層確認した。責褐色系のシル ト層である。



遺物には弥生土器、土師器がある。

SD10溝跡 5区に位置する。平面形は半円形である。南北端部 とも壁が急な立ち上がりをみせ

る。円形プランを呈していたかは不明である。平面外周プランから計測すると、半径約 2mの

円弧となり円周の約半分 となっている。規模は上端幅50～ 64cm、 下端幅22～ 27cln、 深さ21～ 36

clnを 計る。底面はほぼ平坦であるが、中央部分にかるい段が 1ケ所みられる。底面高は段を起

点として端部に向かいやや高 くなっている。断面形は方形で壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積

土は 1層で黒褐色のシル ト質粘土である。遺物には弥生土器、土師器がある。

SD12溝跡  2区に位置する。南北方向に直線的に延びる。底面での軸方向はN-9° Eである。

SD 2・ 8に切られ、SK■・SD17を切っている。規模は上端幅39～ 60cm、 下端幅28～32cm、 深

さ21～25cmを計る。断面形は方形で蜃はほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦で底面高に大

きな差はない。堆積土は 2層確認した。暗褐色のシル ト層が主体であるが下部にⅣ層が堆積し

ている。位置関係からSD14と 同一 とも考えたが、規模に違いがみられ不明である。遺物には土

師器、須恵器、砥石がある。

SD13溝跡 5区に位置する。確認長95cmの濤跡である。ピット及び SD 9に切 られている。規

模は上端幅28cm、 下端幅20cm、 深さ 5 cm程 を計る。軸方向はE23°一Sである。堆積土は 1層確

認した。灰責褐色のシル ト層である。遺物には弥生土器、土師器がある。

SD14溝跡  1区に位置する。やや蛇行するが南北方向に直線的に延びる。底面での軸方向はN

-4tSで ある。ピットに切られ、SK 5・ 12・ SD15を切っている。規模は上端幅22～ 32cm、 下

端幅13～ 18cm、 深さ11～26cmを計る。断面形はU字形で壁はきつく立ち上がる。底面はほぼ平

坦で、北側から南側へゆるい傾斜をもつ。堆積土は 3層確認した。主体は暗褐色のシル ト層で

ある。土師器が出上している。

SD15溝跡 1区に位置する。東西方向にほぼ直線的に延びる。底面での軸方向はE-8°一Sで

ある。ピット。SK 8・ SD 5に切られている。規模は上端幅25～ 38cm、 下端幅18～ 29cm、 深さ

5～ 7 cmを 計る。断面形は皿形である。底面はほぼ平坦で、底面高に大きな差はない。堆積土

は 1層確認した。黒褐色のシル ト層である。土師器が出上している。

SD16溝跡 6区に位置する。SD l・ 11の下層に位置し、底面部分のみの残存である。断面形

及び堆積土から河川跡 とも考えられたが不明である。方向はE18° Sである。底面は東側から

西側へ若千低 くなっている。堆積土は 4層確認した。各層とも混成層で砂質シル ト・砂である。

遺物には弥生土器、土師器、須恵器、陶器甕、石器、礫がある。

SD17溝跡 2区に位置する。東西方向に直線的に延びる。底面での軸方向はE-2°一Sである。

ピット・SD 2・ 6・ 12に切 られている。規模は上端幅54～ 67cm、 下端幅28～ 32cm、 深さ31～ 36

cm、 確認長407cmを計る。西側端部が確認されほぼ垂直に立ち上がっている。断面形は逆台形で



ある。底面は平坦で高低差もみられない。堆積土は3層確認された。褐色系の粘土シル トであ

る。 1層 に灰白色火山灰がプロックで含まれている。遺物には土師器不 。高台付不 。奏、須恵

器不 。壷、棒状の礫がある。

SD18溝跡  2・ 3区の中間に位置する。確認長129clnの濤跡である。軸方向はE47° Sである。

規模は上端幅34cm、 下端幅28cm、 深さ 5 cmを計る。断面形は皿形である。堆積土は 1層確認し

た。灰責褐色のシル ト層である。遺物には弥生土器、土師器がある。

SD19溝跡 2区に位置する。SK 8の 縁辺部 と誤認し共に掘 り上げたため、濤北側部が残存し

ない。調査区西壁 と濤東側部で壁の立ち上がりがみられる。平面プランは弧状 と考えられる。

ピットに切られ、SK 8を切っている。濤東側部での計測値は上端幅75cln、 下端幅31cm、 深さ16

cmで、確認長は 316cmを 計る。断面形は逆台形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層確認

した。褐色系のシル ト層である。

3)上器埋設遺構

5A区に位置する。削平及び SD 9に切られ全容は不明である。径60cmTfの 円形の掘 り方内に

弥生土器壷が横位状態で確認された。底面はやや東側に傾斜をみるがほぼ平坦である。壁は16

cm程遺存しておりややきつく立ち上がる。土器は底面に密着している。埋土は 1層確認した。

黄橙色 と黒褐色の混成層である。土器以外の出土遺物はない。

ト     ーー1321n

― SD15

25m卜 _

ト     ー→32m

一

SD18

ト          ー引32m

ヤ    
缶Omト

SD19

睡 色     調 性  質 考 脇 層位 色    調 性  質 備

SD15 黒褐色   10YR3/2 Ⅳ層・マンガン粒を斑に合と

SD17

灰黄召色 10YR4/2 灰白色火山灰を層中にアロック的に含む

SDiS

暗灰責色

灰黄色

25Y4/2

25Y6/2

砂質シルト

砂賢ンルト

層上部酸化鉄粒まだらに合と 黒褐色  10YR3/2 粘土質ンルト 焼土・灰・炭化物・■器を含む

黒褐色  10YR2/2 粘土質シルト 灰・炭化物を含む

灰黄色   25路 /2

暗灰責色   25Y4/2

オリーノ鵜胞 25Y4/3

砂質シルト

砂質シルト

砂

スジ状に堆積 黒褐色  10YR3/2 粘土質シルト Ⅳ層・炭化物・琥土少遺含む

SD18 灰斉慟色 10YR4/2 Ⅳ層・翻 ヒ鋲粒を斑に含む ■器片合む

黒褐色  10YR3/2 Ⅳ層・焼土・炭化物を少遺含む

3
Ⅵ
　
聰色翻

朧
砂質シルト

砂

褐灰色  iOYR4/] 炭化物少量含む

土器埋

靭
取
　
ＹＲ触

髄

質

　

ル
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シ

混成層 責橙色とが主体

暗灰黄色   25Y4/2

オリーブ褐色 25Y4/3

砂質シルト

砂

レンズ状に堆積
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Ⅵ.出土遺物について

1.弥生土器 (図 9)

各遺構・基本層Ⅲ層より多 くの破片が出上している。重 。甕・鉢 。蓋がある。当土器が帰属

する遺構は埋設土器遺構 1基のみである。図示資料は 7点である。

重=1は大型の重で体部下半から肩部にかけての破片資料である。肩部に最大幅をもち推定

56cln、 残存高38cmを計る。体部外面にLRの縄文が地文として施される。2は肩部付近の破片資

料である。沈線により同心円文が描かれ、植物茎回転文による充填縄文が施されている。 3は

底部資料であるが壺とした。体部外面には植物茎回転文が施され底部には木葉痕がのこる。底

面には径 3 cln程の焼成後の穿孔が認められる。内面はミガキ調整である。

甕=4は体部が外傾気味に立ち上がり上部で内弯するもので、最大幅を体部上部にもつ。口

縁部は短 くかるく外反し丸 くおさまる。口縁部下に連続刺突文が施され、地文 として LR縄文が

施文される。 5は小型のもので、口縁～体部資料である。日唇部には縄文の押圧がみられ、体

部には綾繰文が施文される。

鉢=体部上部の破片資料である。地文に植物茎回転文が施され、沈線により変形工字文が施

文されている。

蓋=ツマミ部の破片資料である。蓋部から直立気味に立ち上がり外反し丸 くおさまる。日径

は58111111を 計る。器面調整は摩滅のため明らかでないがナデ状のミガキがみられる。

出上した土器類のうち時期が認定できるものは、埋設土器とした重を含めすべて桝形囲式期

のものである。他の時期の資料がみうけられず蓋や他の破片資料も当式期の可能性がつよい。

2.土師器 (図 10～ 13)

製作に際しロクロ使用 (B類)の ものと不使用(A類)の ものがある。各遺構内・基本層Ⅲ層よ

り多量に出土するが後世の流入。撹拌がほとんどである。A類が帰属する遺構にはSK 5、 B類

ではSD17・ SK 9がある。

土師器A類 不 。高不・器台・甕・台付甕・壷 。甑がある。多 くは破片資料であるが、SK 5

からは多量の遺物が出土している。

邦=形態的特徴から3類に分別できる。図示資料は 3点である。

1類 :底部は中央に半円の四面がみられ平底状 となる。体部はゆるやかに内弯しながら立ち

上がり、日縁部 との境で屈曲し、ゆるいくの字状 となる。口縁部は外方へ内弯気味に立ち上が

る。器面調整は再酸化および摩滅のため不明な所もあるが、口縁部はハケメの後ヨコナデ、体

部はヘラミガキである。内面は不明である。最大径は日唇部に位置する。口縁部 と体部の高さ

の比率はほぼ 1対 2である。外面に赤彩が遺存するが内面は摩耗等のため不明である。



2類 :口縁部が頸部から外方へ内弯気味に長 く立ち上がり、日唇部は直立気味となる。頸部

内面はつよく屈曲する。全体的にみてやや器厚がある。器面調整にハケメがみられるが最終的

には内外面ともヘラミガキが全面に施される。内外面 とも赤彩されている。

3類 :底部は平底で、体部は外傾しながら立ち上がり口縁部 との境でつよく内弯する。日縁

部はほぼ直立気味で短 く立ち上がる。器面調整は口縁部の内外面にヨコナデ、体部は外面が摩

滅のため判然としないが横位方向にヘラケズリがみられ、内面は放射状のヘラミガキである。

高邪=口縁部及び脚部資料があり4類に分けられる。図示資料は 4点である。

1類 :不部は底部から外方へ内弯しながら立ち上がり、口縁部 と体部 との境に稜及び屈曲を

もち、さらに外傾気味に内弯し回唇部へ丸 くおさまる。器面調整は内外面ともヘラミガキで、

内外面とも赤彩されている。

2類 :脚部が外反しながら大きく開 く。器面調整は内面にハケメがみられ、外面は不明であ

る。脚部上端は接合面での剣離となり中央が凹面 となっている。

3類 :脚部がハの字状に直線的に開き、裾部が外側につよく開く。器面調整は外面にヘラミ

ガキ、内面裾部に横位方向のヘラケズリがみられる。内面上部にはシボリメがみられる。

4類 :脚部が柱状のもので下方に向かいやや開き気味である。脚上部は中実である。器面調

整は内面に横位方向のあさいケズリがみられ、外面は不明である。上端部は不部 との接合面 と

なり浅い皿状の凹面 となる。

器台=口縁部の小破片である。直線的に立ち上がり、回唇部は平面で頂部はつまみ出される

ように断面三角形状にかるく突出する。器面調整は回唇部内外面がナデ、他はすべてヘラミガ

キである。両面とも赤彩されている。

甕=大型 と小型の二種がある。なお、台付甕の脚部以外の資料はすべて大型の甕とした。図

示資料は 8点である。

1類 :大型のもので口縁部が外反気味に立ち上がる。口唇部が丸 くおさまるもの(a)、 日唇

部がややうすでで押圧による波状口縁となるもの(b)、 口唇部が平らになるもの(C)がある。

全体的に薄手の作 りで、内面の顕部はつよく屈曲し立ち上がりをみる。器面調整は口縁部内外

面ともハケメの後ヨヨナデである。体部が知られる4は球形を呈するもので外面にハケメ、内

面にヘラナデがみられる。

2類 :大型のもので回縁部が外傾気味に立ち上がり、日唇部は丸 くおさまる。口縁部が直線

的に立ち上がり内面頸部はつよく屈曲し、外面顕部に粘土紐が巡 り器厚が増しているもの(a)、

回縁部中央が肥厚し口唇部はゆるく外反し内面顕部が丸 くおさまるもの (b)、 口縁部が全体的

に肉厚で内面頸部が丸 くおさまるもの(C)がある。器面調整は口縁部内外面 ともヨコナデがみ

られ、 9では内面に浅いヘラナデもみられる。残存する体部にはハケメがみられる。
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M
o                          10cm

咄|`塩 駕
1怖

出 土 地 点 層 仁 器 種 文 様 時  期 備

1 土器埋設遺構 底 面 重 縄文 (LR) 桝形囲 土器棺  肩部最大幅 56 4aldl 38 3Hll

4B区 H層 桝形囲 3

3 5A区 蔽 ]転文 桝形囲 廣都径 104H tl 底部 ―木葉痕・焼成後 の穿孔 2

4 SD16澪 2 紹文 (LR)連 続刺突文 桝形囲

桝形囲

桝形囲

口縁部 25 8al 残存高 175alttl 1

5 SK 5土 2層 口唇部 :縄文押圧 体部 :綾繰又 5

6 SK 7土売 11薔 鉢 変形工字文 磨消縄文 ―植物茎回転文 4

lA区 Ⅲ層 蓄

図 9 出土遺物 1(弥生土器 )



該
ヘラミガキ

0                       10cm

Ⅶ

＝
脳

騒版 器 層 言位 外 面 調 整 内 面 調 整 日径 医径 腺 捕

1 イ 日縁部 ハケメ後ヨコナデ、体部 :ヘラミガキ 不明 赤彩再酸化 7

2 イ 日瑯 ハケメ後ヘラミガキ 口縁部 :ヘラミガキ 内外面赤彩

3 器台 日縁部 :ヘラミガキ 口縁部 :ヘラミガキ、日唇下部 :ナ テ

4 憂 日縁部 :ハケメ後ヨコナデ、体部 :ハ ケメ 日縁部:ハケメ後ヨヨナデ、体部 :ヘラナデ 12

5 露 日縁部 :ハ ケメ後ヨコナデ 口縁部 :ハ ケメ後ヨコナデ 11

6 日縁部 :ハ ケメ後ヨコナデ 口縁部:ハケメ後ヨコナデ 波伏口縁 9

7 台艘 賠部～庇部 :ハ ケメ、倒部 :ハ ケメ 体部―B面 :ミ ガキ状のテデ、脚部 :ヘラナデ 再醐ヒ 10

8 台付蓬 脚部 :ハ ケメ Iu部 :ナ デ 再酸化

9 口縁部 ハケメ・ヨコナデ後ヘラミガキ 日縁部 :コ ヨナア・ミガキ状のナデ 複台口縁

口縁部 :積位のハケメ・ヨヨナテ、体部 :ハ ケメ後ヘラミガキ 日縁部～体部 :ヘラミガキ A2a 複合回縁 広日の霊 13

図10 出土遺物 2(SK5土 坑出土土師器 1)



0                       10cm

＼ ＼

)                      20cm

図版 器種 層位 外 面 詞 整 内 面 調 整 底窪 器高 分類 摘 考 写 。図

重 2層 体部 :ハ ケメ後ヘラミガキ,底部 iナ デ 周縁ベラミガキ 体部 :ナ デ・ヘラナデ 外面赤彩 体部球形

観 体部 :ハ ケメ 体部 :ナ デ 孔4ケ有り

立
口縁上部 :横位のハケメ・口唇部はヨコナデ,日縁下部 :

ハケメ後ヘラミガキ,体部 !ハ ケメ後ヘラミガキ

口縁上部 :ヘラミガキ,口 縁下部 :ハ ケメ後
ヘラミガキ,体部 :ヘラミガキ状のナデ

赤彩 二重回縁 陣伏浮文

口唇部内側三角形状に肥厚

真

６

図11 出土遺物 3(SK5土 坑出土土師器 2)
( )内 は推定値 単位はDul



3類 :小型のもので頸部から体部の資料である。体部は丸みをもつ算盤玉形を呈すると考え

られる。接合が不可である同一個体の口縁部資料があり短頸のものである。器面調整は外面で

日縁部がヨコナデ、頸部付近がナデ、体部はハケメの後ヘラミガキで、内面はナデ及びヘラミ

ガキ状のナデがみられる。

台付甕=脚部及び体部下半～脚部の資料で、図示資料は2点である。脚部は下方に内弯気味

にハの字状に開き端部で丸 くおさまる。器面調整は外面にハケメ、内面にナデ 。ヘラナデがみ

られる。甕部の内面にはミガキ状のナデがみられる。

(甕部 と脚部の製作・接合工程)=底部 となる円盤を作る→円盤の周縁から粘上を積み上げ脚部

を作る→脚部の粘土上部から甕部の粘上を積み上げる。土器断面及び破片資料からこの工程で

台付甕が製作されていることが観察された。

壷=口縁部及び体部の形態から3類に分けた。図示資料は4点である。

1類 :二重回縁の大型の壷で、赤彩の上器である。口縁部は顕部からほぼ垂直に立ち上がり

上方で外反し、上部は内弯気味に立ち上がる。日唇上部は平面で、端部内側は断面形が丸い三

角形状に肥厚する。口縁上部には断面三角形の棒状浮文が等間隔に貼 り付けられている。 8本

確認でき配置から判断して全周するものと考えられる。体部は底部から外反気味に立ち上がり、

徐々に丸みをもって頸部へと続 くやや下膨れとなる球形である。器面調整は外面が日唇部でヨ

ヨナデ、日縁上部に横位方向のハケメ、下部は縦方向のハケメ、体部はかすかにハケメがみら

れるが全面にていねいなヘラミガキが施される。内面は口縁上部がヘラミガキ、下部はハケメ

の後あさいヘラミガキ、体部はヘラミガキ状のナデが全面に施される。赤彩は塗 り分けがみら

れ、内面は日縁部のみに外面は浮文を有する日縁上部を除く全面に施されている。特に大型の

上器で口縁部径32.8cm、 最大幅78cm、 推定器高86clnを計る。

2類 :複合口縁の壷である。日縁部が外傾気味に立ち上がるもの(a)、 内弯気味に立ち上が

るもの(b)がある。10は体部から頸部への立ち上がりがよわく広回の壷と呼称できる器形をも

つ。底部は不明であるが体部は球形を呈する。口唇部は斜行をみる平面で端部が三角形に突出

する。体部の成形・調整後に頸部に粘上の貼 り付けがみられ沈線状に接合面が線状に巡る。外

面の器面調整は口縁上部の帯部がヨヨナデで下部が横位方向のハケメ、体部はハケメの後ヘラ

ミガキである。内面は全面ヘラミガキである。

3類 :小型の壺で底部から体部中央部までの資料である。体部は丸みをもって立ち上がり球

形を呈する。長頸の壷と考えられる。器面調整は内面がナデ・ヘラナデで、外面は全面ヘラミ

ガキが施され赤彩されている。

甑=底部周辺資料で 1点ある。平底のもので中央部に集中して径 5 11ull程の孔が 4ケ貫通して

いる。体部は外傾気味にやや広 く立ち上がる。器面調整は外面がハケメ、内面はナデである。
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図版 出土地点 層位 器種 外 面 詞 整 面 調 堅 匠径 辞局 腺 偏

不 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘラケズリ 口縁部 :ヨ ヨナデ、体部 :ヘラミガキ 8

Ⅲ層 高郷 口縁部～体部 :ヘラミガキ 口縁部引本部 :ヘラミガキ 内外面朱塗り

SD8濤跡 趾 高不 不明 脚部 :ハ ケメ と端に構合の凹面有り

SK8■坑 2層 高邪 脚部 :ヘラミガキ 脚部 :シ ボリメ

SK4土坑 1層 高郷 不明 脚部 :ヘラケズリ 上端に接合の凹面有り

蓬 口縁部 :ハ ケメ後ヨコナデ 日縁部 :ハ ケメ後ヨコナデ

甕 口縁郡 :ヨ ヨナテ 日縁部 :ハ ケメ 頸部に粘土経が巡る

調査区】ヒ側 憂 日縁部～頸部 :ハ ケメ後ヨコナデ 日縁部 :ヨ コナデ 日縁部中央湖巴厚

調査区北側 憂 口縁部 :ヨ コナデ 日縁部 :ヘラナデ後ヨコナデ

甕
日縁部～頸部 :ハ ケメ後ヨヨナデ

体部 :ハ ケメ後ヘラミガキ
日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ナ デ後ヘラミガキ

11 調査区北側 Ⅲ層 一臣 日縁部 :ヘラミガキ 口縁部 :ヘラミガキ 祷合回縁

図12 出土遺物 4(土師器 )

)内は推定 単位は画



以上、A類の上器は破片資料も含めて最も多 くの器種が認められた。特にSK 5か らは数多 く

の上器が出土し、状況から強い共伴関係をもつ。器種には邪Al・ A2類、器台、甕Ala・ A
lb類、台付甕、壷Al・ A2a・ A3類、甑がある。これらの土師器は器形の特徴及び共伴関係

から東北地方南部の土師器編年による「塩釜式」に位置づけられる一群である。他の土器類は

基本層・遺構内流入遺物 となるが、高不A2類、甕A lc・ A2a・ A3類、壷A2b類は「塩釜式」

に、郷A3類、高邦A3類 。A4類、甕A2bo A2c類は器形的特徴から「南小泉式」に位置づ

けることが可能であろう。

上師器 B類 不 。高台付不・甕・鉢がある。細片資料で絶対資料数も少なく、器形の特徴を

知 り得るものは数少ない。図示資料は 8点である。

不=底部から内弯気味に外傾し立ち上がるもの、直線的に外傾し立ち上がるものがあり、口

唇部で軽 く外反するものもある。ロクロロの凹凸は全体的に浅めである。底部の切 り離しは回

転糸切 り(時計回り)で無調整である。内面には黒色処理・ヘラミガキが施されるが外面にも黒

色処理・ ヘラミガキが施されるものが 1点みられる。

高台付不=破片資料である。内面には黒色処理・ ヘラミガキが施される。付高台である。底

部の切 り離しは不明である。

甕=破片資料のため口縁部の形態を主に 2類に分別した。体部資料には外面にロクロ調整・

縦位のヘラケズリがみられ、平行叩きの痕跡をもつものもある。内面にはロクロ調整がみられ、

底部資料には回転糸切 り痕がみられる。

1類 :回縁部が くの字に外傾し、日唇部が上方に丸及び三角形状に立ち上がる。内外面とも

にロクロ調整である。

2類 :口縁部が円弧状にきつく外弯気味に長 く伸び、日唇部はやや外方に三角形状に立ち上

がる。調整は外面がロクロ調整 。平行叩き、内面はロクロ調整である。

鉢=体部から直線的に立ち上がり、日縁部はかるく外傾し短 くおさまる。日唇部は平坦面と

なる。内外面 ともロクロ調整である。

B類の上器は破片資料がほとんどで遺構出上のものも数少ない。SD17埋± 1層 には県内の

遺跡でよく確認される灰白色火山灰が層的にみられた。当遺構の上器類は下層からの出土で火

山灰降下以前の年代 となるが、個々の特徴から年代を想定するには資料点数が少なく、大きく

10世紀前半頃としておきたい。他のものは平安時代、表杉ノ入式期のものととどめたい。

3.赤焼土器 (図 13)

郷のみの確認ですべて破片資料である。外傾気味に立ち上がり、日唇部は体部に較べてやや

肥大する特徴がみられる。底部資料には回転糸切 り痕 (時計回り)が観察される。遺構出上のも

のもなく表杉ノ入式期の年代にとどまる。
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当倣 出鋤 種 別 器種 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 ほ径 一局 燃 備

SD17濫 跡 2層 圭師器 不 ロクロ調整 ヘラミガキ ヘラミガキ黒色処理 18 54 45 内外面黒色処理

2 SD17灘跡 土師器 不 ロクロ調整 底部一回転糸切り ヘラミガヤ 黒色処理 50

3 SD17濤跡 土師器 不 ロクロ調整 底部一回転糸切り ヘラミガキ 黒色処理 60 B i4

4 SK 9土 坑 1層 土師器 郷 ロクロ調整 底部一回転糸切り ヘラミガキ黒色処理 52 B

5 2A区 Ⅲ層 土師器 蓬 ロクロ調整 ロクロ調整

6 調査区】ヒ側 土師器 垂 ロクロ調整 ロクロ調整 (238)

2B区 m層 土師器 甕 ロクロ調整

8 Ⅲ層 主師器 憂 ロクロ調整 平行タタキ

9 2A区 赤焼土瑶 不 ロクロ調整 ロクロ調整

2A区 Ⅲ層 赤焼土器 不 ロクロ調整

Ⅱ層 須恵器 jTN ロクロ調整 ロクロ調整

2A区 須忘器 重 ロクロ調整 ロクロ調整 頸部に凸帯が巡る会津若松大戸窯?

須恵器 蓋 ロクロ調整後回転ヘラケズリ カエリ有り

図13 出土遺物 5(土師器・赤焼土器・須恵器 )

( )内 は推定値 単位はIu l



4.須恵器 (図13)

邪・壷 。甕・蓋が確認される。土師器B類と同様に出土量が非常に少なくすべて破片資料で

ある。図示資料は 3点にとどまる。

不=すべて薄手のものでロクロロの凹凸も浅い。色調は白色及びうすい灰色のものがほとん

どで青灰色のものは数少ない。内面に黒斑をもつものもみられる。底部切 り離しが認められる

ものは回転糸切 りで、無調整である。

壷=頸部資料が 4点ある。そのうちの 3点には頸部の境に凸帯が巡る。色調は灰白色及びや

や暗い灰色を呈する。図示資料は胎土・色調から会津若松市大戸窯の製品の可能性がある。

甕=すべて体部資料である。外面にははロクロ調整・平行叩きがみられ、内面にはロクロ調

整及び平行 。円形のオサエが観察される。重と同様に大戸窯 と考えられるものが含まれる。

蓋=小振 りの蓋で内面にカエリをもつ。天丼部はやや丸みをもち、ツマミ部は欠損している。

天丼中央部には回転ヘラケズリ調整が施される。

須恵器はすべて破片資料であり他の土器類 との関係もなく年代については難があるが、邪は

立ち上がり等赤焼土器邦の器形に類似し、壺・甕も含めて平安時代でも後半のものとしておき

たい。蓋は郡山遺跡に出土例がみられ単体遺物ではあるが 7世紀末頃のものと考えられる。

5。 陶器 (図 14～ 15)

出土点数72点 を数える。破片資料がほとんどで全体の器形を知 り得るものは常滑の壺 1点 と

志野の丸皿 2点のみである。産地同定ができるものには常滑 。瀬戸・志野・美濃・唐津・大堀

相馬・在地がある。

常滑 重 2点、甕 9点がある。図示資料は4点である。

重=2は体部から口縁部にかけてゆるく内弯しながら立ち上がり、口縁下部で浅い屈曲をも

ち丸 くおさまる無頸の壺である。外面には自然釉がみられ部分的に鉄分の噴き出しがみられる。

1は 口縁上部 と体部の一部が欠損するがほぼ全容は知られる。底部から外傾ないし内弯気味に

立ち上がり肩部はやや張る。口縁部中位に段がみられ器厚を増し外反し立ち上がる。肩部を中

心に自然釉がみられ全体的に光沢がある。

奏=すべて体部破片資料である。 4は肩部付近のもので外面に格子目状の押印がみられる。

3は破片断面の一辺に磨面がみられるもので二次的使用が確認される。

在地産陶器 甕20点、鉢 7点、播鉢 1点がある。そのうち白石窯系の甕 7点、鉢 2点が含ま

れる。図示資料は5点である。

甕=口縁部資料 2点、体部資料17点、底部資料 1点である。 5は 口縁部が受け回状で回唇部

が上方に三角に尖る。6も 口縁部が受け口状で日唇部は丸 くおさまる。胎上がやや砂質である。

鉢=口縁部資料 2点、体部資料 4点、底部資料 1点である。 7は外傾気味に立ち上がり口縁
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図 版 出土 地 点 層 位 器 種 産 地 偏 考

1 SK 8土坑 底面 壼 常滑 自然釉、内面 に赤色顔料付着、 口縁部 に段 を もつ、残存高 173 写真 2,15
lA区 III層 /」 重ヽ 常 滑 口径 96

SD16濤跡 底面 甕 常滑 破片断面 に磨面 あ り 2次 使用

SK 8土坑 2層 筆 博 滑 押 印有 り

SK 8上坑 埋 上 在 地 口縁部受け口

SK 2土坑 甕 在地 ? 口縁部 受 け口状 口唇 部 丸 くお さ まる

7 SK 8土坑 3,曽 鉢 白石窯 系 口径 269

SK 8土坑 2層 鉢 在地 磨面有 り、底径175

lB区 1■ 層 華 白石窯 系 底径 1

図14 出土遺物 6(陶器 )

)内は推定値 単位はIII



下部で浅い屈曲をもつもので日唇端部は平坦面 となる(白石窯系)。 8は底部周辺資料で残存す

る内面すべてに磨面がみられる。

播鉢=体部の小破片である。内面に櫛目がみられる。

古瀬戸 皿 6点、碗 3点、梅瓶、盤、小壷が各 1点ある。図示資料は 7点である。

皿=口縁部資料 3点、体部資料 1点、底部資料 2点である。 1は 口縁部が内弯気味につよく

立ち上がり丸 くおさまる。口縁部内外面のみに施釉のみられる緑釉皿である。外面体部下部に

横位方向のヘラケズリがみられる。 2は灰釉の皿で、体部から丸 く立ち上がり回縁部がつよく

外弯しおさまる。 3は 回縁部内外面に厚 く鉄釉が施され、内面鉄化粧 となる。

碗=口縁部、体部、底部資料各 1点が出上している。 4は 口縁部が くの字状につよく外傾し

おさまる鉄釉の天目茶碗である。 5は灰釉の碗で外面下部は露胎 となる。高台はケズリ出しで

ある。見込みにトチン跡が 1ケ所みられる。

盤=6は内面のみに灰釉が施される。弧状の痕跡が認められハケ塗 りと考えられる。外面残

存部はすべてヘラケズリである。

重=7は推定回縁径 8 cm程の鉄釉の小重である。国縁部は頸部からほぼ垂直に立ち上がり端

部は外側に丸 くおさまる。頸部下部に耳の残存部が認められる。

美濃 播鉢・鉢 ?の小破片が各 1点ある。悟鉢は底部資料で櫛目がみられる。両者とも内外

面に鉄釉が施される。

志野 丸皿が 2点ある。 8は内外面すべてに灰白色の釉が施される。内面の立ち上がりがや

やきつく、 くの字状 となる。高台はケズリ出しではあるが均―でなく台状 となる部分もある。

高台部にトチン跡が 3ケ所みられる。口唇部に煤様の付着物がみられ燈明皿 としての使用が考

えられる。完形品である。 9は 8と ほぼ同様であるが一回り大きく、立ち上がりがやや緩 く、

全体的にやや薄手である。

唐津 大鉢の破片が 2点ある。10は 口縁部資料で二彩のものである。他は体部資料で内側に

稜がみられる。長石釉が内外面に施される。

岸窯系陶器 岸窯系と考えられる鉢が 2点ある。■は底部を除 く内外面に青灰色の灰釉が施

される。不明瞭ではあるが糸切 り状の痕跡がみられる。他は体部資料で内外面に鉄釉が施され

る。両者 とも胎土はやや砂質で色調は暗い赤褐色である。

大堀相馬 土瓶 と碗の破片が 7点ある。12は ツマミ部が欠損するが土瓶の蓋である。

堤 燈明皿が 1点ある。芯受けの一部が残存し、回転糸切 りの痕跡が底部にみられる。

6.磁器 (図15)

碗 。皿・鉢の破片が■点ある。中国、肥前、瀬戸が確認される。中国産の碗は 2点あり、染

付がみられ端反となるものがある。
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図 版 出土 地点 層 位 産 地 備 考 写・区

1 調査区北側 II層 陶器  皿 古瀬戸 緑釉皿、 回径 124

2 SK 2井戸跡 5層 陶器 皿 古瀬戸 灰釉

3 調査 区北倒 Ш,雷 陶祭 皿 古瀬 戸 内面 鉄化 粧

4 SDll達跡 2'習 陶器  天 目茶続 古瀬 戸

5 2A区 II,琶 陶器  続 古瀬 戸 灰釉、高台ケズ リ出 し、高台径 52

6 調 査 区北側 Цl,曽 陶器  盤 古瀬 戸 灰釉、ハケ塗 り ?、 外面 一ヘラケズ リ

7 SD■ 澪 跡 2層 陶器 小壷 古瀬戸 ? 鉄和、耳付 き (剣離 )、 回径79

8 SK 3井戸跡 5層 陶器  丸皿 志 野 スス付着 燈明皿 に使用 ?、 回径 115、 器高 22、 高台径 68、 完形品 17

9 SK 3井戸跡 5層 陶器 丸皿 志 野 回径 (122)、 器高 23、 高台径 76

2・ 3区 H層 陶睾  大鉢 唐 津 二 彩

SK 3井戸跡 2層 陶器  鉢 ? 岸窯 系 ? 灰 釉 、底 径 58

SK 2井戸跡 検 出 陶器  土瓶 蓋 大 堀相 馬 三水文、 ツマ ミ欠損、蓋径 66、 高 さ10

4・ 5区 II層 陶器  燈 明皿 堤 ? 鉄釉、芯受 け有 り、底径 36

SK 3井戸 跡 5層 磁器 碗 中国 染付、高台径45

SK 2井戸跡 1,冒 青磁 碗 龍泉窯系 無文統、玉縁

SD l譜 肇蘇 埋 上 白磁  統 中 国

図15 出土遺物 7(陶器 。磁器 )

( )内 は推定値 単位 はmal



7.青磁 (図 15)

龍泉窯系の碗の小破片が 6点ある。内面に雲文、劃花文、蓮弁文がみられ、口縁部が玉縁と

なるものもある。

8.白磁 (図 15)

碗・壷 。皿の破片が 3点ある。碗 と壼は中国産である。

9.土師質上器 (図16)

皿・鉢・播鉢がある。酸化烙焼成であるが赤焼土器 と較べ焼成 。胎土に違いがある。全体的

に硬質であるが小破片では区別が難しい。資料点数は25点 あり、図示資料は12点である。

皿=7点ある。「かわらけ」と称されるものである。すべて小振 りのものでロクロ成形である。

体部から外傾気味に短 く立ち上がり、底部には糸の撚が細い回転糸切 り痕が見られる。器厚が

厚手 と薄手のものがある。 1は底部周縁にナデ調整がみられ、やや軟質である。 4は他に較べ

ロクロロが顕著である。

鉢=7点ある。 5は上部に屈曲がみられ口縁下部の破片である。外面にはスタンプによる四

重の亀甲文がみられ、内面にはナデ調整が施される。 6は内面の立ち上がりから浅鉢と考えら

れる。内外面に煤様の付着物がみられる。回転糸切 りの無調整である。 7は砂粒を多 く含みや

や軟質である。底部にはナデ・ヘラケズリ調整が施され、外面には横位のヘラミガキが丁寧に

施される。内面はナデ調整で樹脂状の付着物がみられる。

信鉢=■点ある。内面に櫛目をもつものである。全体に硬質であるが極めて硬いものも含ま

れる。9は底部が欠損するが口縁部径354111111を計る片口のものである。口縁部はかるく外反し丸

くおさまる。日縁下部に沈線が 1条巡る。櫛日は 5本を一単位 とし、横位に 1条、縦位に 5条

確認される。調整は内外面 ともナデが施され、器面に凹凸はみられない。 8は口縁部が強 く屈

曲し内面に稜がつく。

10。 瓦質土器 (図 16)

香炉 3点・火鉢 1点がある。

香炉=10と ■は体部に断面半円形の凸帯が 1条巡 り、渦巻き文と雷文がスタンプされる。硬

質である。

火鉢=底部の破片である。脚部の剣離面がみられ位置から三足 と思われる。内外面ともロク

ロ 。ナデ調整である。

11,瓦

平瓦 2点・丸瓦 1点がある。

平瓦=凸面に縦走する縄叩き目、凹面には粗い布目痕が観察される。凹・凸面の側面に面取

りが施される。瓦質は緻密で硬質である。瓦最大厚は2511ullを 計る。
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図版 出 土 地 点 層位 種別・器種 調 整 口径 底径 器 高 臆 考

lA区 m層 土師質土器 皿 ロクロ調整、底部―回転糸切り かわらけ、体部下端一回転でのテデ

SK 8土坑 埋上 土師質土器 皿 ロクロ調整

SDH溝跡 2層 土師質土器 皿 ロクロ調整、底部一回転糸切り かわらけ 18

SDn濤 跡 つ層 土師質土器 皿 ロクロ調整 かわらけ

薦壁部 土師質土器 鉢 スタンプによる亀甲文、軟質

3A区 Ⅲ層 土師質土器 鉢 ? 底部一回転糸切り、底径-70、 硬質、スス?付着

SD■ 濤跡 ワ層 土師質土器 鉢 外面―ヘラミガキ、底部―回転糸切り?の 後ナデ 底部周縁―ヘラクズリ、底径72、 樹脂状の付着修有り

SD■ 溝跡 2層 上師質土器 信勢 口縁部短 く外傾、硬質

SD■ 濤跡 2層 土師質土器 構鉢 口径345、 片口、 5条の凹線で一単位、外面口縁下部に一条の沈線、やや軟質

調査区北側 H層 瓦質土器 香炉 渦巻き文と雷文のスタンス 断面半円形の凸帯が巡る、硬質、■に較べてやや組雑

SK 2井戸跡 5層 瓦質土器 香炉 渦巻き文 と雷文のスタンノ、断面半円形の凸帯が巡 る、硬買

SD l溝 跡 検 出 瓦質土器 火鉢 ? ロクロ調整、三足 ?の脚、軟質

図16 出土遺物 8(土師質土器・瓦質土器 )

)内は推定値 単位 はan



丸瓦=凸面にナデ調整、凹面にはやや粗い布目痕が観察される。瓦質は緻密であるがやや砂

質がつよい。瓦最大厚は181nlllを 計る。

これらの瓦は基本層Ⅲ層。SDllか らの出上で、撹拌及び後世の流入 と判断される。多賀城 I

期瓦の特徴は認められず、大きく平安期に属すものとしておきたい。

12.土製品 (図 17)

種類 として土錘・土玉 。上鈴・棒状土製品がある。

土錘=計 6点ある。形状から大・中・小の 3種に分別可能である。 1は大型のもので両端部

がやや丸 くおさまり、形状は卵形である。長さ691HIll、 最大幅4311ullを 計 り、径 8 11ullの 孔が中央部

を貫通している。部分的にヘラミガキが残存しており、本来全面にヘラミガキ調整が施されて

いたと考えられる。SK 5出土である。2は 中型の欠損品で幅2711ull程の円筒形 と考えられる。孔

の径は1llnlll程 と推定される。縦位方向に丁寧なヘラミガキが施されている。硬質の上師質土器

の胎上に類似し大・小のものとは区別される。SK 2出上である。 3～ 6は ガヽ型のものですべて

欠損品であるが細長い管状のものと考えられる。端部が確認されるものが 2点 あり平坦面 と

なっている。幅は161nlll程 を中心とし、孔の径は 5 11ull程である。

土玉=1点ある。欠損品である。推定径2311ull程のやや歪んだ球形 と考えられる。径 411111の貫

通孔がみられる。

土鈴=1点ある。下部が欠損している。ロクロ成形である。頂部は円盤でぶさがれ、吊り下

げ部は指によりつまみ出され貫通孔が 1ケ穿たれている。径391nlll程の球体 と考えられる。黒色

を呈し硬質である。SD■ 出上である。

棒状土製品=1点ある。両端部が欠損している。現存長は311Mllで、径1311ullを 計る円柱形であ

る。一部に光沢面がみられ、ヘラミガキ調整が施されていたと考えられる。SD■ 出土である。

13.金属製品 (図 17～ 18)

鉄製と銅製のものがある。鉄製品には小刀・鏃・釘・錐などがあり、銅製品には縁金具 ?・

古銭などがある。

小刀=3点ある。10は刀身先端・茎端が欠損し、銹化のため区部等が不明瞭である。残存長

は21.9cmを 計る。平棟平造 りのものである。SDll出上である。11と 12は 刀身部の破片資料であ

る。遺存がわるいが平棟平造 りのものである。

鏃=3点ある。13は茎をもつもので長さ 5 cm程 を計 り断面は 4～ 5 1Mllの 四角形である。基部

は偏平な丸形であるが、先端部はほぼ同じ幅で延び先に向かうにつれ厚みが薄 くなり偏平な四

角形 となる。14と 15も 鏃の先端部 と考えられる。

釘=2点ある。16は先端部が残るもので、残存長は7211ullを 計る。断面形は正方形で下方に向

かい小さくなる。SDll出上である。
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図版 出土地点 層位 種  類 僑 著 図版 出土地点 層位 種  類 編

SK 5■ 坑 土匈 長さ69、幅43、孔径 8、 重さ125g、 ヘラミガキ 調査区北側 H層 鏃 先端部

SK 2井戸跡 5層 上鍾 幅27、 孔径(11)、 ヘラミガ■、硬買 SD 2濡跡 趾 儀 先端部

lA区 Ⅲ層 攣 幅16、 孔径5 SD■ 溝跡 1層 釘 残存長72、 断面四角形

Ⅱ層 連 幅W、 発径5 SD 2灘跡 埋 土 釘 残存長52、 断面四角形

2A区 Ⅲ層 上鍾 幅17、 孔径(5) SK 8土 坑 盤 残存長62、 螺旋有り、赤色顔料付着

2A陸 41層 上錘 幅16、 孔径 5 SD■ 溝跡 2唐 和鋏 ? 平棟平造り、残存長79、 茎部36

″ 4A区西璧 土玉 長さ29、 幅23、 孔径 4 S・ 6区 毛抜 ? 断面円形

SDll潮跡 土鈴 ロクロ形成、径39mmeの 球体、上部に孔が 1ケ SDll車 穏村身

“

2層 毛抜 ? 断面四角形

SDl 構跡 棒状土製品 福13、 円柱形、ヘラミガキ 調査区北側 ぼ層 毛抜? 断面四角形

SDI 浦跡 2層 小刀 平棟平造り、残存長219 SDll潮 2層 環
'拇

鉄製轟

澪跡 1層 小刀 平棟平造り SK2井戸跡 I層 針状鉄製品 残存長86、 断面円形

SD 濤跡 3層 小刀 平棟平造り H層 縁金具? 刀装具 ?、 鋼製品

EI層 鉄 残存長181、 茎部50、 先瑞部偏平な四角形 IB区 皿層 不明銅製品

( )内 は推定値 単位はIIM

図17 出土遺物 9(土製品・鉄製品 。銅製品)



錐=両端部が欠損するが残存長は6411ullを 計る。基部は径 5 11ull程 の正方形で、下部はやや厚み

を増し螺旋状のよじれがみられる。螺旋部の長さは421nlll程で赤色の顔料が付着している。SK 8

出上である。

和鋏 ?=小刀様の形態をもつもので、平棟平造 りである。刀身が三角形状を呈し、区付近で

斜めに切れている。茎部は幅 4 11Mll、 厚さ 2 11ullの 細い板状である。SD■ 出上である。

毛抜 ?=3点ある。細長い板を折 り曲げている。残存部はU字状を呈すると考えられる。断

面は20が円形で21と 22は四角形である。21は SDll出上である。

環状鉄製品=潰れがみられ板状 となっているが、本来は長円形のものと考えられる。断面は

銹化のため不明であるが四角形を呈すると考えられる。SDll出上である。

針状鉄製品=先端部は欠損するが上部は丸 くおさまる。残存長8611ullを 計る。断面は円形で先

端に向かい細 くなる。SK 2出上である。

縁金具 ?=倒卵形を呈するもので、高さ4311ull・ 奥行き 911111。 地金の厚さ0.611ullを 計る。奥面に

は 5 11ull幅 程の縁がみられ内側は三角形の透かしとなる。側面は奥に向かい小さくなりしりすば

まりとなる。上下端部には線状の突起、側面にはかるい稜がみられる。銅製品である。

不明銅製品=破片資料で潰れもみられ上下関係も明らかでない。やや凸面となった円形の板

に径2011ull程の円形の筒が取 り付 くものである。飾金具、燭台の脚であろうか。

古銭=北宋銭 6枚、明銭 2枚、紹平通宝 と読めるもの。破片・判読不能のもの各 1枚がある。

14.石製品 (図18～ 20)

種類 として石器、砥石、臼、礫がある。

石器=2点ある。10は大型板状安山岩製石器である。平面形は不整な五角形を呈し、左右及

び上部は折れ面となっている。片面は自然面で磨面がみられ、裏面は剣離面 となる。二側縁に

は二次カロエ痕がみられ、下側縁には微細剣離痕が認められる。刃部は直線刃で片面に光沢面が

確認される。SD16出上である。富沢遺跡に類例があり弥生時代のものと判断される。11は安山

岩製の剣片である。片面には自然面がみられ、部分的に二次加工痕が認められる。

砥石三 6点ある。両端部が確認されるもの 2点、欠損のもの 4点である。形態的には分銅型

と短冊型の二者が認められるが、本来は短冊型の直方体を呈していたと考えられる。側面はす

べて砥面 となっており擦痕及び大小の研磨濤がみられる。材質は 5が石英安山岩で他は石英安

山岩質凝灰岩である。 5・ 6は SK 8出土、 2は SDll出上である。

臼=粉挽き臼と茶臼がある。粉挽き臼の上臼 2点・下臼 2点、茶臼の上臼 2点・下臼12点の

計16点が出上している。すべて欠損品である。熱を受け赤化しているもの、ススが付着してい

るものがある。

礫=数多 くの礫が出上しているが、ここでは磨面などの使用痕跡が確認されるものに限定し
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図版 銭   名 出土地点・層位 初 鋳 写・図 剛 坂 銭   名 出土地点・層位 舞 年 写・図

洪武通宝(剣 SD 2潮弥 2層 明  洪武元年(13684Fl 29④ 大観適宝(到 4A区 コI層 北宋 大観元年 (■07tl 29⑥

宣徳通宝(真 ) SDll絨 勧  2層 明  宣徳 8年(11939 29⑤ 調査区北側 II層 X紹平通宝と読める 20⑦

皇紫通宝(到 ビット36 埋土 北宋 宝元2年 (10碑9 29ЧЭ 図版 毯  頬 出土地点・層位 特 徴 写・図

皇宋通宝(真 ) ピット36 理土 北宋 宝元 2年 (10399 29-② 大型板状安山

岩製石器
SD16濤 跡 2層

不整な五角形、Tal縁微細割離痕、刃部直線刃、刃部片面(b)

に光沢面有り、重さ-144g、 石質一石英安山岩元符通宝(銅 ピット36  址 北宋 元符元年(1098翁 29③

6 治平え宝(郵 IB区 I層 】ヒ宋 治平元年(1004Frl 29③
剣片石器 4A区西璧

片面に自然面有り、部分的に二次加工痕有り、重さ-26g

石質一石英安山岩元符通宝 (祭 ) 皿層 北宋 元符元年(1098tl 29⑦

図18 出土遺物10(古銭・石器 )
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図 版 特 徴

1 6A区 西 壁 厚 30、 石 質 一石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩

SD■ 溝 跡  埋 土 幅 26、 厚 15、 4側面 砥 面 、石 質 一石 英 安 山岩 質凝 灰 岩

3 6A区 西 壁 幅 30、 石 質 一石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩

4 lB区 ⅡI,冒 j≧ 60、 厚 16、 石 賃 一石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩

SK 8土 坑 3'書 長 ■ 5、 厚 19、 重 -152g、 4側面 砥面 、石 質 一石英 安 山岩

SK 8上坑 3'琶

図19 出土遺物11い氏石)

単位 はnI,g
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図版 出土地点 膚位 種 特 徴

Sk 2■醐 理上 茶臼 上白 直径 (170)、 高さ105+″ 、挽き手孔面に凸面の装飾有り、熱を受け赤変・スス付着、石質―安山岩、1/4残存

4A区 境乱 茶自 下臼 直径304+ど 、上部径160、 高さ108、 自画摩減、えぐりが大きい、スス付着、石質―安山岩、1/5残存

ピット16 趾 粉挽き自 上自 直径 (322)、 高さ100+ど、ぶくみが大きい、スス付着、石質―安山岩、1/4残存

5A区 皿層 粉挽 き自 下自 直径 (296)、 高さ90、 えぐりが大きい、スス付着、石質一安山岩、1/5残存

図版 出土地点 層位 種 類 備 考 ヨ版 1 出土地点 I層位 I種類 1    備        考

不 明 皿層 全画摩滅 特に上面、スス付着―安山岩 8 1SDl溝 跡 16層 I礫 全面摩滅、石質―石英安山岩質凝灰岩

不 明 皿層 礫 全面摩減 特に面側面、熱を受け赤変、石質―安山岩 9 1 SD17濤 跡 1理土 1礫 全面摩減、石質一石英安山岩質凝灰岩

不 HE 皿層 礫 全面摩減、スス付着、石質―安山岩

図20 出土遺物12(臼・礫 )

)内は推定値 単位
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図版 出 土 地 点 層位 種    類 特 徴 写・ 図

SK 3井戸跡 2層 椀 上下部欠損、自木

SD■ 溝跡 4層 曲物 梧旬の可能性有り、側板―厚さつEmの柾目板、高さ77Ш、底板―径90～ 95mm 厚さ6 mmの 紅目板

SDH溝跡 4層 由物の底板 径97Ш、最大厚 9 tt、 柾目板

SD■ 溝跡 4層 曲物の底板 径99m、 最大厚 71u、 柾目板

SK 3井戸跡 5層 箸 残存長88、 最大幅 7、 面取り有り 断面歪んだ円形

SK 8上坑 木槌状木製品 荒いケズリ威形、全長210mm、 椀形部の上面皿状に豊み滑面、構伏部長さ1201111、 横本取り

図21 出土遺物13(木製品)



た。全資料が欠損し全容が判明しないが、使用及び廃棄に起因するものであろうか。光沢をも

つもの、スス状の付着物をもつもの、熱を受け赤化しているものがある。

15.木製品 (図21)

破片となって数多 くの資料が出土しているが、製品として確認できるものは椀・ 曲物・箸・

木槌状木製品にとどまる。

椀=2点あり、白木のものである。ともに体部及び台部が欠損し全体の器形は不明であると

SK 3出上である。なお、赤漆の椀と考えられる資料があるが村脂のみの遺存であつた。

曲物=厚さ 2 11ull程 の柾目板を右回りで重ね巻きにし側板 としている。重ね巻きの端は細 く切

られ桜皮で綴じられている。底板は径90～ 951nlllの 柾目の円板で厚さ 6 11ullを 計る。他に同様の大

きさをもつ柾目の底板が 2枚ある。すべて SDll出上である。

箸=上部が欠損するが残存長88111111を 計る。面取 りがなされ断面は歪んだ円形である。端部は

先細 りとなっている。SK 3出上である。

木槌状木製品=椀の底に棒状の円筒形の握 りがつ く形をもち、長さ 21011ullを 計る。外面はす

べて削り成形で棒状の端部は削り落 とされている。椀形の上面は皿状に窪んでおり滑面 となっ

ている。棒状部は長さ 12011ull、 断面は径50～ 5511ull程の不整な円形である。横木取 りである。用

途不明遺物で、SK 8出上である。

Ⅶ.今泉遺跡出土火葬骨について

札幌医科大学医学部 石  田   肇

人骨は、乳白色で亀裂が走 り歪みがあるなどの点から考えて、かなりの高温でしつかりと火

葬された可能性が高い。

4区 1号火葬遺構

成人。おそらく1体分。残存する部位は、頭蓋骨の破片、椎骨、足と手の指、手根骨など。

下顎の小臼歯の歯冠 2点、第 3大臼歯と思われる歯根が 1点、同定できる。左下顎小臼歯の近

遠心径は7.711ullで あり、男性日本人平均より大きく、火葬のためいくらか収縮したことを考え合

わせると、この個体の性別は男性 と判断できる。

5区 2号焼骨出土地点

成人。 1体分。残存部位は、頭蓋骨の破片、大腿骨などの長骨、指の骨、歯根など。指骨の

大きさから考えると、男性である可能性が高い。

6区 3号焼骨出土地点

成人。性別不明。 1体分。残存部位は、頭蓋骨の破片、大腿骨、助骨、椎骨、指の骨など。



Ⅷ.総括とまとめ

1.遺構の構成について

今回の調査において弥生時代から近世にわたる遺構群を検出した。中心となるものは中世の

遺構群であるが、他の時期の遺構 も散見される。以下、各時期ごとに記述する。

[1期]弥生時代 桝形囲式期の上器埋設遺構を 1基確認した。検出状況から土器棺墓と考え

られる。なお、79年の調査では桝形囲式期の上坑を 1基確認している。今回までの調査で多 く

の上器資料が出上しているが、主体 となるものは桝形囲式のものである。土器の出土量から推

察して後世の撹拌により遺構群が破壊されている可能性がつよい。

[2期]古墳時代 塩釜式期の SK 5土坑を 1基確認した。検出状況から廃棄穴 と考えられる。

土元内からは多 くの上師器等の遺物が出上したが、祭斤E品 と考えられる二重回縁の超大型の重

や赤彩された土器が含まれている。79年の調査では住居跡の可能性をもつ竪穴遺構 1基及び土

坑 4基が確認されているが、塩釜式期のものは土坑 2基のみと単体遺構の域を出ず全体 として

不明な点が多い。

[3期]平安時代 SD17濤跡。SK 9土坑各 1の確認で構成等不明である。SD17堆積土上部に

灰白色火山灰が確認されている。79・ 81年の調査では住居跡・濤跡 。井戸跡・土坑・掘立柱建

物跡などが検出され、灰白色火山灰降下頃から平安時代末頃までの集落の展開が把握されてい

る。

[4期]中世 屋敷及び城館成立以後の遺構群である。検出層・重複関係・方向性・ 出土遺物

から下記の遺構群に分けた。なお、柱穴が数多 くみられ建物跡等が想定されたが不定となって

いる。

1群 屋敷に伴う遺構群 と考えられ、方画な配置をもつ濤跡群で構成される。濤跡群に重複

があり、la群―SD 8・ 12・ 14・ 15濤跡群 とlb群―SD 3・ 4・ 5・ 6濤跡群のグループに分け

られる。前者が時間的に先行するが規模や形態が類似し同一の性格をもつものと考えられる。

出土遺物が少なく時期が判然 としないが13～14世紀頃と判断される。なお、SD16濤跡はSD■

濤跡下部での確認であり1群に属するものと判断した。

2群 SK 8土坑・SD 2濤跡・火葬遺構がある。SK 8は規模・形態から土倉 と考えた。土

師質土器・陶器・青磁・木製品など多 くの遺物があり、底面からは15世紀頃の常滑産の壼が出

上している。火葬遺構はSD■ 濤跡 との関係から当群 と判断した。

3群 城館を区画する濤跡群で構成される。SD l・ SDll濤跡があり、SK 2井戸跡。柱穴及

びピットが含まれる。SDllは幅 7mを計る東西に延びる大濤で、位置から判断して外堀を形

成する濤跡と考えられる。なお、濤跡・井戸跡には炭化物や灰が確認され特徴的である。不定
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とはなったが建物跡となる柱穴・ピット群はSD lの北側に集中する。遺物には古瀬戸の皿・天

目茶碗などがあるが、土師質土器悟鉢 。石臼が特に多 く出上している。なお、石臼はすべて破

片資料で側面部を中心に破壊されているように判断され、炭化物や灰 とともに注意される。

15～16世紀頃の年代が想定される。 2群 とした SD 2は SDllと 遺物の接合関係があり3群の

時期まで併存を考えた。

[5期]近世以降 SK l土坑。SK 3井戸跡、柱穴及びピットがある。遺構等の構成は不明で

あるが、SK 3に は志野丸皿が出上しており近世初頭頃の年代が考えられる。

2.SK 5上坑出上の上師器について

当遺構出上の上師器は、器形の特徴等から東北地方南部地域における土師器編年の「塩釜式」

に位置づけられる土器群である。近年、塩釜式の上器は丹羽・次山・辻の各氏 (註 1)に より再

検討が行われ細分・変遷が提示されている。当土坑出上の土器類は一括廃棄という性格をもつ

資料である。絶対出土量に較べ復元 。図示資料数が少ない点はあるが、塩釜式上器の中での位

置づけをみておきたい。器種には郷 (Al・ A2)、 器台、甕 (Ala・ Alb)、 台付甕、重 (Al・ A2a。

A3)、 甑の 6種が確認されているが、器形がほぼ把握できる邪 と重についてみてみる。

不 Al類は底部が凹面の平底状で、体部はやや偏平気味で、日縁部は上方へきつく立ち上がる

器形をもつ。口縁部高と体部高、器高と口縁部径の比率が 1対 2程で最大幅は口唇部に位置す

る。調整は口縁部がハケメの後ヨヨナデ、体部はヘラミガキである。全体的に丁寧な作 りであ

る。類似する資料 として野田山遺跡10号住居跡出上の不H類がある。日縁部がやや開き気味で

はあるが法量 。法量比 ともほぼ同じ値を示し、調整もほぼ同じである。

郷 A2類は回縁部が大きく外方へ内弯気味に立ち上が り口唇部が直立気味になる器形をも

つ。ハケメの後内外面とも丁寧なヘラミガキが施される。体部は欠損するが口縁部に較べて極

めて小さくなるものと判断される。内弯気味に長 く立ち上がる日縁部が特徴的であるが、類似

する資料 として色麻古墳群第11号住居跡出土の不、昭和北遺跡 S12住居跡出土不Ha類があ

る。法量的に両資料とも大型品である違いはある。

壺 Al類は超大型の二重回縁のもので、体部はやや下膨れの球形で、頸部が垂直に立ち上が

り、口縁上部が内弯気味に立ち上がり椀状 となる。日縁端部内面にやや丸みをもつ断面三角形

の粘土帯が巡 り口唇部が肥厚する。外面には縦位の棒状浮文が貼付される。このような器形を

もつ土器、特に口縁端部内面を肥厚させる大型の壷は、東海・駿河地方における「大廓式」と

される土器に類例を求めることが可能かと考えられる(註 2)。 ただし、実測図での比較ではあ

る力胡巴厚する部分の形態に相違がみられる。大廓式の壼は肥厚部分が内側に強 く突き出すのに

対し重 Al類は丸 く膨らんだ形となっている。従来の塩釜式上器にはみられない形態をもつと

いう点からみて、大廓式上器の影響を受けているものと判断されるが、肥厚部分に関しては退



化・ 形骸化がみられると判断される。なお、同様な特徴をもつ土器が名取市鶴巻前遺跡から出

土している。口径44clnを計る大型の壷で刻目をもつ棒状浮文が貼付されている。回縁端部は逆

三角形状に粘土帯が巡 り内側が肥厚する。胎土は精選され形態等か ら重 Al類に先行するもの

ではと考えられる。

以上、三器種の特徴を略述 したが個体数を含め資料不足の感は否めないが、不の特徴を中心

にみると当土器群は次山氏の編年での 2段階、丹羽氏の編年での第 HA段 階に位置づけられる

ものと考えられる。

3。 まとめ

調査の結果、弥生時代から近世にいたる遺構 。遺物が発見された。大きく1～ 5期の時期に

分けられ、長い期間にわた り生活の場 としての使用が確認された。

検出された遺構群のなかで中心をなすものは 4期 とした中世の城館跡である。調査範囲が極

めて狭 く詳細は明 らかではないが、今泉城最南部に位置する遺構群 と判断される。他の期の遺

構群は数 も少な く点的な確認で詳細 は不明である。今後の調査に期待される。

古墳時代の土坑から出上 した超大型の上師器壷は駿河地方を出自とする大廓式上器の影響を

もつものと考えられ伝播等注意される。
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出 土 地 点 種 別・ 器種 産 地 年 代 備 考 図・番 写・番

SKl 検出面 陶器 土 瓶 大堀相馬 19世紀 上瓶の口      (遺 物番号43)

埋 土 磁器 llll? 肥前 頂

埋 土 土師質土器 信鉢 (123)

SK2 検出面 陶器 と瓶 大堀相馬 幕末 山水文土瓶の蓋       (34) 15-12

l層 青磁 碗 龍泉窯孫 14世紀 無文碗 玉縁        (49) 15-15

3層 陶器    奏 在地 ? 13～14世紀 14-6

5層 陶器 皿 古瀬戸 16世紀 灰軸          (145-1 15-2

陶器 密 ? 在地 ? (145-2

陶器    甕 在地 (145-3

5層下部 土師質土器 信鉢 15～16世紀 (167-1

瓦質土器  香炉 15～ 16世紀 雷文と渦巻の文     (1672 16-11

SK3 1層 瓦質上器  火鉢 脚あり 三足 ?      (124

2層 陶器 鉢 ? 岸窯系 ? 17世紀前半? 灰釉          (40-1 15-11

陶器 皿 ? 古瀬戸 16世紀 ? (40-2

5層上部 陶器 丸皿 志 野 17世紀初 (169-1 15-9

磁 器 碗 中国
16世紀後半

～17世紀初
染付碗         (1692) 15-14

5層下部 陶器 丸皿 志 野 17世紀初 燈明皿に使用       (176) 15-8 71-17

SK8 埋土 土師質土器 皿 中世 ∝5-1) 16-2

土師質土器 皿 中世 (85-2)

青磁 碗 龍泉窯系 13世紀 ? 劃花文

陶器 甕 在地 13世紀 ? (164) 14-5 71-16

2層 陶器 鉢 在地 13～ 14世紀 磨面あり         (154) 14-8

陶器 甕 ? 常滑 13～ 14世紀 押印あり         (178) 14-4

3層 陶器 鉢 白石窯系 13～ 14世紀 (1471) 14-7

〃 陶器 鉢 在地 13～ 14世紀 磨面あり         (147-2)

底面 陶器 童 常滑 15世紀 (171) 14-1 71-15

SDl 検出面 陶器 甕 ? 白石窯系 13～ 14世紀 (24-1)

〃 陶器 甕 ? 在地 13～ 14世紀 (24-2)

土師質土器 鉢 15～16世紀 (24-3)

土師質土器 摘鉢 15～ 16世紀 201と 接合       (24-4)
〃 土師質土器 播鉢 16世紀 (24-5)

〃 土師質土器 鉢 (24-6)

瓦質土器 火鉢 ? 16世紀 脚あり 三足 ?      (277) 16-12

埋 土 白磁 碗 中国 14刊ヒ漁己? (276) 15-16

SD2 埋土 陶器  天目茶碗 古瀬戸 中世

〃 土師質土器 播鉢 15～ 16世紀 片口 157-1と 接合    (20■ )

〃 土師質土器 播鉢 (20-2)

SD3 埋土 陶器 甕 ? 在 地 13～14世紀 (111)

SD4 埋土 青磁 碗 ? 龍泉窯系 13世紀 ? (132)

S Dll l層 土師質土器 鉢 15～16世紀 (181)

2層 土師質上器 信鉢 15～16世紀 片口 262-1と 接合    (157-1) 16-9 71-20

表 1 陶器・磁器類観察表 (1)



出 土 地 点 種 別・ 器 種 産 地 年 代 備 考 図・番 写 。番

SD■ 2層 土器質土器 播鉢 15～ 16世紀 (157-2)

〃 土師質土器 播鉢 15～16世紀 (157-3)

〃 土師質上器 播鉢 15～16世紀 (189-1) 16-8

土師質土器 鉢 (157-5) 16-7

〃 土師質土器 皿 15～16世紀 糸切り         (1892) 16-3 71-18

〃 土師質土器 皿 中世 ロクロ使用       (189-3) 16-4

上師質土器 皿 15～ 16世紀 (198)

〃 陶器 鉢 在地 13～ 14世紀 (157-4)

陶器 皿 古瀬戸 16世紀 灰釉          (1576)

陶器 イヽ壷 古瀬戸 ? 中世 鉄釉 耳付         (187) 15-7

陶器  天目茶碗 古瀬戸 16世紀 (189-4) 15-4

陶器 奏 白石窯系 13～14世紀 (190)

青磁 碗 龍泉窯系 13世紀 ? (189-5)

3層 陶器 梅瓶 古瀬戸 中世 (191)

陶器 奏 ? 在地 中世

4層 陶器 奏 在地 13～14世紀 (201)

S D16'里上 陶器    甕 常滑

2層 陶器    奏 常滑

底面 陶器    甕 常滑 断面に磨面有り      (260) 14-3

表採 磁器 皿 明治 上絵付 色絵皿 金彩    (144)

白磁 皿 猷 (182)

陶 器 碗 ? 大堀相馬 19世紀 (193-1)

磁器 碗 ? 瀬戸 ? 明治～大正 染付 銅板転写     (1932)

陶器 鉢 江戸末 鉄釉           (197)

4区西壁 土師質土器 鉢 ? 中世 (247-1)

磁器 鉢 ? 肥前 ? 江戸 (247-2)

陶器 碗 ? 大堀相馬 18～ 19世紀 (247-3)

磁 器 皿 ? 一則 江戸 染付          (2474)

5区西壁 磁器 皿 一削 18世紀 (249-1)

陶器 茶碗 大堀相馬 18世紀以降 灰釉          (2492)

南壁 土師質土器 鉢 亀甲文スタンプ      (252) 16-5

南側 トレンチ 土師質土器 播鉢 15～16世紀 (262-1

磁器 擁 19～20世紀

基本層 I・ Ⅱ層 瓦質土器  香炉 15～16世紀 雷文と渦巻の文       (1 16-10

陶器 甕 ? 白石窯系 13～14世紀 (3-1

陶器 鉢 ? 岸窯系 ? 17世紀 錫郁由              (3-2)

陶器 皿 古瀬戸 15世紀 緑釉皿         (3-3 15-1

陶器 碗 (3-4

白磁 童 ? 中国 (3-5

4 5区 I・ H層 土師質上器 皿 14世紀以降 糸切 り         (10-

陶器 鉢 在地 13～14世紀 (10-2

陶 器 大鉢 唐津 ? 江戸 長石釉         (10-3

表 2 陶器 。磁器類観察表 12)



出 土 地 点 種 別・ 器 種 産 地 年 代 備 考 図・番 写・番

4・ 5区 I・ H層 磁 器 碗 江戸～明治 10-4)

陶器 土瓶 大堀相馬 幕末～明治 10-5

7区 I層 陶器 信鉢 美濃 17世紀 鉄釉 9-1

陶器 鉢 ? 美濃 17～18世紀 鉄軸 9-2

陶 器 皿 古瀬戸 16世紀 灰釉 9-3

磁 器 碗 中国 16世紀 染付 ?端反 9-4

2・ 3区H層 陶器 甕 ? 白石窯系 13～ 14世紀 6-1

陶器 甕 ? 常滑 6-2

陶器 大 鉢 唐津 17世紀 二彩 6-3 15-10

4・ 5区 H層 陶器 燈明皿 堤 ? 19世紀 鉄hII芯受けあり 7-1 15-13

陶器 碗 大堀相馬 18世紀以降 灰釉 7-2

陶器 7-3

磁器 皿 ? 肥前 江戸 染付 7-4

Ш層 陶器 盤 古瀬戸 14～15世紀 灰釉 ハケぬり? 2-1 15-6

陶器 皿 古瀬戸 16世紀前半 内面鉄化粧 2-2 15-3

陶器 甕 在地 13～14世紀 (4

陶器 甕 ? 常滑 中世

陶器 甕 ? 常滑 ? 中世 (212)

1区II層 土師質土器  皿 中世 糸切り         (56) 16-1 71-19

陶器 甕 ? 白石窯系 ? 13～14世紀 (60-1

青磁 碗 龍泉窯系 13～14世紀 蓮弁文碗       (60-2

陶器 甕 白石窯系 13～14世紀 14-9

陶器    小壷 常滑 13世紀 ? 14-2

陶器 鉢 在地 (74-1

上師質土器 播鉢 5～ 6世紀 (74-2

陶器 播鉢 在地 3～ 4Jし糸己 (134)

陶器 甕 ? 在地 3- 4世紀 (248)

1・ 2区ⅡI層 青磁 碗 龍泉窯系 2～ 4世紀 雲文碗         (113)
2区ЦI層 陶器 甕 ? 白石窯系 3^ψ 4世紀 (59-1)

陶器 鉢 白石窯系 3- 4世紀 (59-2)

陶器 碗 古瀬戸 ～15世紀 灰釉         (6卜 1) 15-5

陶器 甕 在地 中世

陶器 甕 在地 13～ 14世紀 (233-1)

陶器 (233-2)

3区Ш層 土師買土器 鉢 ? 16-6

4区 HI層 陶器 甕 ? 常滑 中世

4・ 5区ЦI層 陶器 ?   瓶 ?

5区ⅡI層 陶器 姿 ? 常滑 中世

陶器 甕 ? 在地 13～14世紀 (110)

表 3 陶器 。磁器類観察表 0)



写 真 図 版



写真 l SK5土 坑出土 土師器壺

写真 2 SK8土 坑出土 中世陶器壷 (常滑産 )



写真 3

今泉遺跡周辺航空写真

(昭和32年撮影 )

写真 4

今泉遺跡周辺航空写真

(平成 4年撮影 )

写真 5

調査区全景航空写真
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写真 6 柱穴群検出状況 (北→
)

写真 7 土坑・桂穴掘 り下げ状況 (南→
)
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写真10 SKl～ 3土坑検出状況 (北西一 )
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写真1l SKl～ 3土坑掘 り下げ状況
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写真 9 ピット31断面 写真13 SKl土 坑完掘状況 (南一 )
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写真14 SK2井 戸跡断面
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写真15 SK2井 戸跡下部断面

写真18 SDl溝 跡完掘状況 (東→
)

写真19 SDl溝 跡断面

写真16 SK3井 戸跡断面 写真20 SDl溝 跡西壁断面

写真17 SK3井 戸跡下部断面 写真21 SDl。 ¬溝跡状況 (北西→
)
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写真22 S Dll溝跡南辺検出状況 写真26 1号火葬遺構完掘状況
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写真23 S Dll清跡断面 写真27 SK4土 坑完掘状況 (西→
)

写真24 S Dll溝跡断面 。底面状況 写真28 SK4土 坑断面

写真25 1号火葬遺構検出状況 (東一 )



写真34 SK7土 坑断面写真30 SK5土 坑断面

写真31 SK5土 坑遺物出土状況 (南西→
) 写真35 SK8土 坑完掘状況 (南一 )

写真32 SK5土 坑遺物出土状況 (北西→
) 写真36 SK8土 坑断面

写真33 SK6土 坑完掘状況 (東→
) 写真37



写真38 SK8土 坑西壁断面 写真42 S K12土坑完掘状況

写真39 SK9土 坑断面 写真43 S K12土坑断面

写真40 SK9土 坑完掘状況 (東→
) 写真44 S K13土坑完掘状況 (南一 )

写真41 S Kll土坑断面 写真45 S K13土坑断面



写真46 S K14土坑西壁断面 写真50 SD3溝 跡完掘状況 (東→
)

写真47 SD2溝 跡完掘状況 (西→
) 写真51 SD3溝 跡断面

写真48 SD2溝 跡断面 写真52 SD4溝 跡完掘状況 (西→
)

写真49 SD2溝 跡西壁断面 写真53 SD4・ 8溝跡東壁断面
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写真54 SD5。 6溝跡検出状況 (北→
) 写真58 SD9。 10溝跡状況 (東→

)

写真55 SD5溝 跡断面

写真56 SD6溝 跡断面

写真59 S D10溝跡断面

写真60 S D12溝跡断面

写真57 SD8溝跡完掘状況 (西→
) 写真61 S D14溝跡断面



写真62 S D15溝跡断面 (西倒部) 写真66 S D17溝跡断面

写真63 S D16溝跡完掘状況 (東→
) 写真67 SD2・ 17溝跡東壁断面

写真64 S D16溝跡西壁断面 写真68 土器埋設遺構検出状況 (北→
)

写真69 土器埋設遺構断面写真65 S D17溝跡完掘状況 (西→
)
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写真70

図11-3  9 図10-6

図10-1  10 図10-7

図12-1   11 図10-5

出土遺物 1(弥生土器・土師器 )



図10-4

図13-3

17 図 15-8

13  E]10--10

18 図 16-3
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19 図16-1 20 図16-9
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写真71 出土遺物 2(土師器 。陶器・土師質土器・土製品 )

図17-1

図17-4

図17-3
図17-8



25 図21-6
26 図21-2

27 図21-4
28 図21-5
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図18-3、 4、 5、 1、 2

--8、 9、 6、 7

図17-25  34 図17-22

図17-10  35 図17-18

図17-13  86 図17-16

図17-24  37 図17-15
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出土遺物 3(木製品 。古銭・金属製品・石器 )
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図19-5

図19-4

図20-2

図21-1

図20-3

写真73 出土遺物 4m氏石・臼)
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